o 全ロセンサー搭載 

I ^ Itz ンヴーコン □ 

JiD ブ 

のスピルトイ >糕巧 

レンジフード連動機能付 



PD-AF53W-R 

PD-AF53W-L 



取扱説明書 


このたびはガスビルトイン機器をお求め 
いただをまして、ありがとうございまず。 

♦正しく安全にお使いいただくために、ご使用前にこの「取 
扱説明書」を必ず最初から順番にお読みいたださ、よ<理 
解してくださるようお願いいたします。また、この「取扱 
説明書」をいつでわすぐに取り出せるところに大切に保管 
しておいてください。 

•この「取扱説明書」に書かれている内容外ではご使用に 
ならないで < ださい。 

•取扱説明書を紛失された場合はおお<の当社までお問い合 
わせ < ださい。 


[[ガス機器防乂性能評定品 

I 家庭用 11 保証書付 I 


すべての方にもっと安/こ\して、もっと便利に、もっと笑顔で 
料理を楽しんでいただくために、ガスコン□が進化しました。 
劳こ\ ( Safety ) 、便利 （ Suppo け）、笑顔 （ Smile ) を約束 
する、賢い （ intelligent ) 温度センサーをすべてのコン□に 
搭載した進化したスマートなコン □「 Si センサーコン□」です。 
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コン□タイマーの使いかた 

25 

カスタマイズ機能について 

27 

た 

グリルの使いかた 



グ IJ ルを使ラ前に 

32 


マニュアルモード 

33 


(手動調理）の使いかた 


才ートメニュ ー f — ド 

35 


(自動調理）の使いかた 



レンジフード連動機能の使いかた 

39 

長 

持上 

点検とお手入れ 

41 

ち手 
さに 

故障かな？と思った5 

47 

せ括 

るつ 

安全装置について 

49 

にて 

は 

乾電池の交換について 

50 

ア 



フ 

保管とアフターヴービス 

51 

す仕 
で様 

仕様 

53 

占 

ス 

保証書 

裏表紙 

V 


J 


Paloma 































各部のなまス 


取扱説明書中の図は PD-AF53W-R のご紹介となっております。 

PD-AF53W-L は、強火カバーナ，電池交換サイン，電池ケースび左、標準パーナ，操作部びちについています。 


温度センサー（奥コン □) 

奧コン □ (ルバーナ） 

ごとく（奥コン □) 

温度センサー（左コン □) 

左コン □ (標準パーナ） 

グリル排気 □ 

ごとく（左コン □) 

トッププレート 

煮こぼれカバーリング- 
(左コン □) 

乂力調節つまみ（奧コン □) 
乂力調節つまみ（左コン □) 
操作ボタン（左コン □) 

操作部 

操作ボタン（奧コン □) 
グリル受け皿 
グリル扉 



煮こぼれカバーリング 
(奧コン □) 

グリル排気□カバー 

温度センサー（ちコン □) 

ち コン □ (強乂 カバー ナ） 

煮こぼれカバーリング 
(ちコン □) 

ごとく（ちコン □) 

乂力調節つまみ 
(グリル） 

乂力調節つまみ 
(ち コン □) 

操作ボタン（ちコン □) 

電池ケース 

電池交換サイン 

操作ボタン（グリル） 

グリル取っ手 

焼網 



















































































操作部について 


◎ PD - AF 53 W - R の操作部 

* 強乂力 y (—ナびち側、標準 y くーナび左側の器具です。 


◎ PD - AF 53 W - L の操作部 

* 強乂力 y くーナび左側、標準 y くーナびち側の器具です。 



コン□タイマー グリルタイマー 


!二1!二1 た、 I 二! 1二1 分 

B D B D 


16か180200炊飯湯沸 


揚げ 

ちの 


左コンロ 


切身姿焼干物強め標華弱め 



「高温烛め」は 
揚げちの調理 
じ使用しなし、 
で < ださい。 

3秒巧し 


ち旧 
巧/皿 

げめ 


ちコン □ 



V ノ 

r 

操作部のなまえ 

A 


コン□タイマー 
表示ランソ 

コン□タイマー設定 
時に点打します。 

タイマー設定 

スイッチ 

コン□タイマーを 
設定•取り消しする 
コン□を選択すると 
さに使用します。 
^25ぺージ参照 


揚げちの表示 
ランプ 

揚げわの温度調節 
機能設定時に点灯 
し Os 9 〇 


揚げわの温度調節 
機能設定時に使用 
し On 9 〇 

(標準バーナのみ） 
^19ぺージ参照 


コン□タイマー 
表示部 

コン□タイマーの時間 
を表术します。 


® Q スイッチ 

コン□タイマー-グリル 
タイマーの時間を設定す 
るとさに使用します。 


グリルタイマー表示部 

グ U ルタイマーの時間を表示します。 
また、 エラー 発生時に エラー コードや 
発生部位コードを表示します。 


焼き加減 
表示ランプ 


焼さ加減設定時 
に点灯します。 

高温炒め’ 

表示ランプ 

高温炒め設定時 
に点灯します。 



炊飯機能設 
定時に点灯 
しふ9 〇 


湯沸かし機能 
設定時に点灯 
し 0 ^ 9 〇 


魚を自動的に焼さ 
上げたいとさに 
使用します。 

一35ぺージ参照 


高温妙、めスイッチ 
(長巧し） 

高温炒め機能設定時 
に使用します。 

(強乂カバーナのみ） 
^17ぺージ参照 


炊飯/湯沸スイッチ 


焼き加減スイッチ 

炊飯機能 • 湯沸かし機能のいずれかを 


オートメニュー使用時に焼さ 

設定時に使用します。（標準バーナのみ） 


加減の調節びでさます。 

-21 - 23ぺージ参照 

V J 


^35ぺージ参照 

V J 
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特長 


ンロ部の主な特長 


■省エネル幸一高効率コン□バーナ 

(すべてのコン □) 

従来のコン□に比べ、受け皿びなく、お手入れしやす 
いバーナです。また、熱効率び大幅に向上しています 
のでガス代を節約でさます。 


■立消え安全装置 （すべてのコン □) 

風や煮こぼれなどで炎び消えたとさに自動的にガスを 
止めます。 


■天ぷ5油過熱防止機能 （すべてのコン □) 

調理油の過熱を防止するために、温度センサーび消火 
温度になると自動的にガスを止め消火します。 


画消し忘れ消乂機能 （すべてのコン □) 

万一の消し忘れのために、点火後、コン□は約] 20分 
で自動消火します。 

i カスタマイズ機能 （27 ぺージ） 

:^自動消乂するまでの時間を]日分〜90分 （1 日分間隔） 

: に変更することもでさます。 


■焦げつき消乂機能 （すべてのコン □) 

煮物などの調理時に鍋底び焦げつさはじめると自動 
的にガスを止め消火します。（鍋の材質、調理物の 
種類、火力によって焦げの程度は異なります。） 


■コン□タイマー機能 （すべてのコン □) 

いずれか1ヶ所のコン□で1〜99分まで設定でさます。 
設定した時間び経過すると自動消乂し、ブヴーでお知 
らせします。 


カスタマイズ機能 （27 ページ） 

^ぉ知らせ音をブヴー音からメ ロディに変更することち 
でさます。 


■異常過熱防止機能【早切れ防止機能】 

(標準バーナ*強乂カバーナのみ） 

炒めわの調理*焼さわの調理など比較的温度の高い調 
理や、鍋のから焼さをしたとさに、弱火な強乂と乂力 
を自動調節し、鍋などの異常過熱を防止します。 

この状態び約30分続いた場合、または弱火状態でも 
温度センサーび更に高い温度になった場合は自動消火 
し9 〇 

強乂 弱乂 強乂 


カスタマイズ機能 （27 ページ） 

^高温での調理び続いた場合、約30分で自動消乂する 
設定を約]己分に変更することちでさます。 


国局温す少め機貪^ G 虽乂カノ くーナのみ） 

煎りわの料理など高温び必要な調理の場合には、高温 
炒め機能 （17 ページ）をご使用ください。 

高温炒め機能をご使用時わ異常過熱防止機能びはたら 
さ、高温になり過ざたとさや、約30分を過ざたとさ 
は自動消火します。 


■機能選択モード （標準バーナのみ） 

標準 バーナ には「揚げわの」「炊飯」「湯沸かし」 
調理時に自動的に火加減したり、消火することの 
でさる機能選択 モー ドび付いています。 

◎揚げらの温度調節機能 

天ぷらなどの揚げもの調理をするとさに、 
油の温度を5段階 （160 〜200で）の 
いずれかに一定に保ちます。 

◎炊飯機能 

自動的に炊飯し、炊さあびり後に自動消火 
します。その後、むらしのために] 5分間 
表示ランプ「炊飯」び点滅します。 

◎湯沸かし機能 

沸騰後、自動的に消火します。 


カスタマイズ機能 （27 ページ） 

^己分間の保温をするように変更すること 
ちでさます。 

(沸騰後、自動的に弱乂になり、已分間 
保温した後消乂します。） 


V J 
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u ル部のまな特長 


■遠赤外線直乂焼水なしグリル 

グ IJ ル受け皿に水を入れずに使用でさるので焼物び 
こんびり焼さ上びります。さらに、グ IJ ル庫内の 
広い両面焼さグ IJ ルで、一度にた<さんのお魚を 
素早 < 焼さ上げます。 


■立消え安全装置 

炎び消えたとさに自動的にガスを止めます。 


■消し忘れ消乂機能 

万一の消し忘れのために、グ U ルは最大約15分で 
自動消火します。 


■グリル過熱防止装置 

グ IJ ル庫内の温度び異常に高くなった場合に自動的に 
ガスを止め、消乂します。 


■フレームトラップ【グリル排気口遮炎装置】 

万ーグ U ル庫内で炎び上 びって わ、 フレーム トラップ 
びグ U ル排気□より炎びあ而れ出すのを抑制し、 
火災を未然に防ざます。 


■オートメニューモード【自動調理】 

生魚の姿身*切り身や干物などをオートメニュー 
スイッチと焼さ加減スイッチを設定するだけで 
自動で焼さ上げてくれるので、誰にでも簡単に 
調理することびでさます。 

■マニュアルモード【手動調理】 

設定した時間び経過するとグ U J レを自動消火し、 
ブヴーでお知らせします。 


カスタマイズ機能 （27 ページ） 

^ぉ知らせ音をブヴー音からメロディに変更する 
ことちでさます。 


■スマートグリル 

グ U ルびスムーズに引さ出せ、端までフルオープン 
するため、奥の調理物わ簡単に出し入れすることび 
でさます。また、グ IJ ル受け皿や焼網わグ U ル扉 
ごと取り外せるので、より使いやすくお手入れも 
簡単にでさます。 

■グリルサイドカバー （46 ページ） 

表面びホー□一加工のグ U ルサイドカバーは簡単に 
着脱することびでさるので、取りはずしてお手入れ 
でさます。 


その他の特長 


■レンジフード連動機能 

ビルトインコン□の点火-消火に連動してレンジフードわ運転*停止します。 
(対応しているレンジフードとの組み合わせび必要です。） 

レンジフードのつけ忘れ-消し忘れの/こ\配びなくなります。 


カスタマイズ機能に7 . 40ページ） 

^ビルトィンコンロ側でレンジフードを連動しなぃょぅに変更することちでさます。 


■八イパーガラスコートトップ 

衝撃やキズに強く、重いわのを落としてもひび割れの/こ\配はありません。 



※操作ボタン戻しちれのお知 S せについて 

湯沸かし機能、炊飯機能、コン□タイマー機能、グリルタイマー 
機能び作動し自動消火した場合や、安全装置び働さ自動消乂した 
場合は、操作ボタンを押し戻して消火操作をしてください。 
そのまま操作ボタンを戻し忘れると、1分毎に"ピー-ピー-ピー" 
と3回ブヴーび鳴り、点火確認ランプを点滅させてその箇所を 
お知らせします。 
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ままに正し < お使いいただ < ために 

化ずお巧り<ださい 

製品を正しくお使いいただ<ためや、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するためにこの取扱説 
明書および製品への表示では、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよラになっています。内容を 
よく理解してから本文をお読みください。 


A ち巧 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡、重傷を負ラ危険、または火災の 
危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡、重傷を負ラ可能性、または火災 
の可能性び想定される内容を示しています。 

A を意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び軽傷を負う可能性や物的損害のみの発 
生び想定される内容を示しています。 


■絵表示について次のような意はびあります。 


S 喊 ® A 盛〇 © 


禁止 


乂気禁止 


分解禁止 


ま意 


発乂ま意 


必ず行う 


換気必要 


，么を巧 




■ガス福れ時使用厳禁 

ガス漏れに気付いたとさはガス事業者（供給業者）の 
処置び終わるまでの間、絶対に火を付けたり電気器具 
(換気扇その他）のスイッチの入•切や電源プラグの 
抜さ差しおよび周辺で電話を使用しないでください。 

炎や火花で引火し、爆発事故を起こすことびあります。 

① すぐに使用をやめ、ガス栓を閉める。 

② 窓や戸を開け、ガスを外へ出す。 

③ おおくのガス事業者（供給業者）に連絡する。 




@ ® 



乂気禁止 


〇 

必ず行う 


警告 


銘板は機器内部のち側面に貼り付けしてあります。 
グ U ル排気□カバーを取り外してご確認ください。 


■機器の銘板に表示してあるガス種（ガスグループ）の適合を確認ずる 

表示のガス種び一致しないと不完全 
燃焼による一酸化炭素中毒になったり、 

異常着火でやけどをしたり、機器び 
故障する場合びあります。 

特に転居した場合は必ずガス種び一致 
しているか確認してください。 

* おわかりにならない場合または合って 
いない場合はお買い上げの販売店かお 
近くの ガス 事業者（供給業者）までご 
連絡ください。 


* 機器前面の電池ケース而たを開け 
ると品名シールび貼ってあります。 
機器のガス種（ガスグループ）を 
確認することびでさます。 




必ず行う 


口 


齢祝- 

■ガスの種類および グループ 
例） 

•都市タス用 13 A .12 A W っ、も'巧。 

• LP ガス用 ^カス;自費 量 


器真名： PD - AF 已 3 W - 日 0 -R 


LP ガス用 

^ネ.ネネー^^^ 


8.8 日 kW 

ネネネ P 


品名ソール- 

品名シールは電池ケースの内側に 
貼り付けしてあります。 

電池ケースふたを開けてご確認く 
ださい。 



一 製造番号 

一 型式名 

ソ 

_【且么ぐノ ー11,1 




器具名 

P 製造年、月 

PD - AF 53 W -60 -R 

V 

1 > 
LP ホホ.ネホ 
__ 1 _ . 



ガスの種類および グループ 




已 
























































































A 警告 






■絶巧に改造-分解は巧わない 

改造-分解は不完全燃焼による一酸化炭素中毒や 
ガス漏れなどの思わめ事故や故障、火災の原因に 
なります。 





分解禁止 


■機器の設置（付帯工事） 

機器の設置-移動および付帯工事はお買い上げの 
販売店に依頼し、安全な位置に正しく設置してご 
使用ください。 

■ねじ接続 

この機器のガス接続工事は専門の資格*技術び必要 
です。お買い上げの販売店に依頼して<ださい。 



〇 

必ず行う 


■乂をつけたまま機器か5絶巧に離れない、 
就寝、外出をしない 

料理中のちのび焦げたり燃えたりして乂災の原因 
になります。とくに天ぷら、揚げものをしている 
とさは注意してください。グ U ルを消し忘れると 
調理中のわのに乂びつ<ことびありますので注意 
してください。 




(S) 

禁止 


■機器の周囲では引乂のおそれのあるもの 
を使用しない 

スプレー、ガソ IJ ン、ベンジンなどは、引乂して 
火災のおそれびあります。 


シユ- 



S) 

禁止 


■機器の上や周囲には可燃物や引乂物を置 
かない、近付けない 

ペットボトル、調理油などは火災の原因になりま 
す。また、スプレー吿やカセットコン□用ボンべ 
などは、熱でスプレー吿内の圧力び上びりスプレ 
一吿び爆発するおそれびあります。 


■グリル排気□の上にタオル、 
ふさん、鍋などをのせたり、 
アルミは<でふさがない 


0 

禁止 



■異常時.緊急時の処置 

①点火しない場合または、使用中に異常な燃焼、臭 
気、異常音を感じた場合、使用途中で消火した場 
合、地震、火災など緊急の場合はただちに使用を 
中止し、ガス栓を閉じる。 

⑨「故障かな？と思った5」に従い処置する。 

③上記の処置をしても直!5ない場合は使用を中止し 
お買い上げの販売店かお近くの当社まで連絡する。 



] I 必ず行う 


f ガスをを閉じる) 


■点乂操作、消乂操作をしたときは必ず 
炎を確認ずる 


就寝、外出時は機器のガス栓わ閉じて 
ください。 


〇 

必ず行う 


■コン□使用中は身体や巧服を炎に 
近付けない 

衣服に炎び移ってやけどのおそれびあり 
ます。また、温度センサーび作動して炎 
び自動的に大さくなったり、風で炎びあ 
おられて鍋底からあ而れ、衣服に移るこ 
とびありますので注意して 
ください。 

特にコン□の奥に手を 
のばすとさは注意して 
ください。 


禁止 
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必ずお巧 D < ださい 


么警告 


■ トッププレートに衝撃を加えない 
トッププレートの上にの！5ない 

トッププレートび破損し、異常過熱や火災の原因 
になります。破損した場合は、すぐに修理を依頼 


してくださし、 


§ 



■コン□を覆うような大きな 
鉄板類や鍋は使わない 


(S) 


不完全燃焼や機器の異常 
過熱、ごと <の変形、卜 
ッププレートの損傷の原 
因になります。 




禁止 


■当社の純正部品を使用ずる 


〇 


補修用性能部品および補助具は当社の 
純正部品外は使わないでください。 

それ外のわのを使用した場合の機器了^ 
の故障、事故については、当社では責 
任を負いかねます。 

■市販の補助具を使用しない 

市販の補助具（省エネ性をうたった補助具、市販 
のアル S はく製しる受け皿、焼網など）を使用し 
ないで<ださい。一酸化炭素中毒や、異常燃焼、 
点火不良のおそれびあります。また、温度センサ 
一びはたらさ消火したり、トッププレートやごと 
くの変色、変形の原因にわなります。 




省エネごとく 


アルミはく製 
しる受け皿 


载§ 


焼網 


A 注意 


■グリル受け皿には何も入れない 

機器の損傷や火災など思わめ事故の 
原因になります。 



Q 

禁止 


グ U ル石 



■脂の出る料理には、焼網の上や下に 
アルミは<を敷かない 

アル S はくの上に脂 
びたまり、発火する 
原因になります。 

アルミはく 



Q 

禁止 


■グリル庫内に食品くずやふきんが 
ないようにずる。またグリル扉に 
はさんだまま使用しない 

使用中に燃えることびあ 
ります。使用前に庫内を 
点検してください。 

* 取り除く際はケガを 
しないようにま意し 
てください。 

■グリルを使用後および連続使用の場台は 
グリル受け皿にたまった脂を取り除く 

たまった脂に火びついて火災のおそれびあります。 




〇 

必ず行う 




■調理 m 外の用途には使わない 

過熱-異常燃焼による機器焼損や火災の 
原因になります。 


■衣類（ふさんなど）の 
乾燥などに使用しない 

衣類（而さんなど）び 
落下して火災の原因に 
なります。 




Q 

禁止 


■使用中や使用直後は 
操作部 m 外は触5ない 

機器本体とその周辺お 
よび調理道具び熱くな 
るため、やけどをする 
おそれびあります。 

* 特に小さなおモさま 
びいる家庭ではま意 
してください。 


禁止 



ボタン4 


取っ手 


つまみ 
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A 注意 


■ガス事故防止（換気に注意） 

閉めきった部屋で長時間使用しないで、使用中は 
窓を開けるか換気扇を回してください。一酸化炭 
素中毒の原因になります。また、ス I -ーブなど他 
の燃焼機器を長時間使用している部屋でお使いの 
場合は、点火しにくかったり、正常に燃焼しない 
場合びあります。 

* 自然排気式給湯器および風呂蓋を同時に使用する 
場合は、換気扇を回さず窓などを開けて換気して 
ください。換気扇を回すと自然排気式給湯器およ 
び風呂蓋の排気ガスび屋内に流れ込むおそれびあ 
ります。 


夕 



爲 

換気必要 


■窓か!5吹き込む風や冷暖房機器の風、 
扇風機の風などを機器にあてない 


機器焼損や作動不良の原因になります。 


禁止 


■水平で安定したところに設置ずる 

機器び傾いていると、調理中の鍋などび滑り落ち 
て、やけどやけびをするおそれびあります。また 
事故や故障の原因になります。 



禁止 


■点乂操作時や使用中はバーナ付近に 
触れたり、顔を近付けたりしない 


熱や炎でやけどをする 
おそれびあります。 



■ごとくをはずして使用しない 

鍋などを直接こんろにおいて 
使用しないでください。不完 
全燃焼や機器焼損のおそれび 一 
あります。 


禁止 


ミ 


■やかん、鍋などの大きさに台わせて 
乂力を調節ずる 

火力び強すざると、やけどの 
おそれや鍋などの取っ手び破 
損する原因になります。 


Q 

禁止 



■片手鍋-底が凹んだ鍋-丸い鍋-底が 
すべりやすい鍋-径の小さい鍋などは 
不安定なが態で使用しない 

片手鍋などは、調理中に鍋の而たを取ったり、 
水分の蒸発などにより調理物の重さび軽くなる 
と温度センサーの力により押し上げられ、傾い 
たり、ずれ落ちる場合びありますので必ず取っ 
手を持ちなびら調理して < ださい。 





禁止 


■中華鍋などの底の丸い鍋は、取っ手を 
持ちなが！5使用ずる 

不安定な状態で使用すると、鍋び 
傾いて調理物び体にかかるなどして 
やけどの原因になります。 


〇 

必ず行う 


■片手鍋やフライパンなど、重/こ、が片寄っ 
た鍋は不安定な状態にな!5ないよう、 
取っ手をごとくのツメ方向に合わせる 

取っ手を持って使用する、取っ手を機器の前面から 
はみ出さないよラに向けて置くなど、安定した状態 
で使用してください。 


取っ手 



〇 

必ず行う 


ごと<のツメ 


取っ手とごとく 
のツメの方向を 
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必ずお巧 D < ださい 


A 注意 


■この機器の点乂装置 1 U 外の方法では 
点乂しない 

やけどをするおそれびあります。 





■幼巧や小さな子供に触!5せない 

思わめ事故の原因になります。 


禁止 


禁止 


■みそ汁などを温めなおずときは乂力を弱 
めにして、よくかき混ぜなが!5温める 

強火で急に温め直すと鍋底に沈んだみそび突然 
噴さ上びり（突沸現象）、みそ汁などび飛び散 
ったり、鍋びはね上びってひっくり返る 
ことびあります。特に、だし入り豆みそ 
(みそなど）に注意してください。 

必ず行う 


〇 



【突沸現象について】 

突沸現象とは、突然に沸騰する現象です。水、牛 
季し、豆乳、酒、みそ汁、コーヒーなどの液体を温 
めるとさに、ささいなさっかけ（容器をゆする、 
塩、砂糖などを入れる）で生じます。直乂でこれ 
らを温めるときにも起きることびあります。 

この現象び調理中に起さると、鍋びはねあびった 
り、高温の液体び飛び散るため、やけどやケガを 
するおそれびあります。これらの予防法として次 
の点にごを意ください。 

•カレー、 S —トソースなどのとろみのある料理 
やみそ汁などの汁物の温めは弱乂でかさ混ぜな 
びら加熱する。（強乂で急に加熱しない。） 
•熱々の汁物に塩、砂糖などの調味料を入れる場 
合は、少しさましてから行う。 

•鍋の大ささにあった乂力で加熱する。 


■点乂操作をしても点乂しない場合は操作 
ボタンを戻して、周囲のガスがなくなつ 
てか!5再度点乂操作をずる 


すぐに点火操作をすると周囲のガスに 
点火して、衣服に燃え移ったり、やけ 
どをするおそれびあります。 


〇 

必ず行う 


■排気口にま意 




グ U ル使用中はグ IJ ル排気□に手や顔を 
近付けたり鍋の取っ手等を向けたりしな . 

いでください。高温の排気熱 ^ ホ止 

び出ているため、やけどや 
取っ手び破損をするおそれび 
あ0ます。 



■グリル使用時は魚を焼きずぎない 

魚に火びつさ機器焼損の原因になります。 

■万一、グリル使用中に調理物や脂に乂が 
ついたときは、操作ボタンを押して消乂 
が態にし、乂が完全に消えるまでグリル 
を引を出さない 


炎びあ而れ出して、火災ややけどを 
するおそれびあります。 


Q 

禁止 


消乂後、点検を依頼してください C 


■鶏肉などの脂の多い食巧を焼く 
ときはミ主意ずる 

飛び散った脂に引乂してグ IJ ル庫内で 
調理物び発火するおそれびあります。 

焼さ具合を見なびら火力を調節して < ださい 


〇 

必ず行う 


■魚を裏返ずときなどは、手や 
腕がグリル扉やガラスに触れ 
ないようにま意ずる 

やけどをするおそれび 
あ0ます。 


A 

ま意 



I 熱くなったグリル扉ガラスに衝撃を加え 
たり（グリル扉の落下も含む）丰ズをつ 
けたりしない 

また、使用中や使用直後に水をかけない 


ガラスび割れてやけど 
やケガをする原因にな 
ります。 




禁止 
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A 注意 


■グリル使用中、使用直後にグリル 
扉を開けたが態でコン□操作をし 
ない 

熱 < なったグ IJ ル扉 
に手び触れてやけど 
をするおそれびあり 
CN 9 〇 


禁止 



■グリル使用中はグリル扉を 
開けたままにしない 

あ而れた熱気により、卜 
ッププレートやつまみ- 
ボタン等び過熱されやけ 
どや変色.変形の原因に 
なります。 


■グリル受け皿を勢いよ< 
出し入れしない 

ゆっくり出し入れしてく 
ださい。使用中、使用直 
後に勢いよ<引さ出すと 
脂び高温になっているた 
めやけどをするおそれび 
あります。 


(S 

禁止 



禁止 



■グリル扉に重いものを乗せたり、強い力を 
加えたりしない 

グ U ル扉びはずれ、ケガや機器破損の 
原因になります。 

おねがい——— 


(S 




■グリル受け皿を持ち運びする際は、 
中の脂がこぼれないようにま意する 


使用中、使用直後は 
脂び高温になってい 
るためやけどをする 
おそれびあります。 



S) 

禁止 


■点検-お手入れの際は必ず手袋を 
して巧う 


手袋をしないでお手入 
れすると機器の突起物 
などでけびをすること 
びあります。 



〇 

必ず行う 


^手袋 


I バーナ丰ヤップを水洗いした 
ときは水気を十分ふき取る 


水滴びバーナに落ち 
て目づまりし、点乂 
不良になることびあ 
ります。 



〇 

必ず行う 


■グリル庫内や本体内部をお手入れずる際 
は各部品の突起物等に注意ずる 


力強く当たった場合、手をけびする 
ことびあります。 


〇 

必ず行う 


■この製品は家庭用ですので業務用のよラな使用をすると機器の寿命び著しく短くなります。この場合の修理は 
保証期間内でわ有償となります。 

■使用中もとさどさ正常に燃焼していることを確認してください。 

■燃焼中、ガス栓を操作しての消乂はしないでください。 

■初めて使うとさやしばらく使わなかったとさなど点火しにくい場合びあります。配管内に空気び入っているた 
めです。繰り返し点乂操作してください。 

■機器を取り替えた場合、旧機器は専門の業者に処理を依頼してください。わし、お客様で旧機器の処理をする 
場合、乾電池を使用している機器は、乾電池を取り外してから正規の処理を行ってください。 

■ トッププレートの上で IH ジャー炊飯器、卓上型 IH クッキングヒーターなど電磁誘導加熱の調理機器を使わない 
でください。磁力線により機器び故障する原因になります。 
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於ずお巧 D < だをい 


温度センサーを正し<作動をせるために化ずお守り<だをい 


この製品は全てのコン□に温度センサーびついています。 


么警告---- 

■ 乂をつけたまま機器か!5絶巧に離れない、就寝、外出をしない 

料理中のちのび焦げたり燃えたりして火災の原因になります。 

とくに天ぷら、揚げものをしているとさは注意してください。 


温度センサー 



司 


I ■高温炒め機能を使用中は揚げもの調理をしない 

高温炒め機能は、天ぷら油過熱防止機能の消乂温度び高くなっていますので、調理油び 
I 過熱され発火のおそれびあります。（高温炒め機能* •] 7ページ参照） 


■温度センサーの上面と鍋底やフライパンの底などが密着していないときは、 
使用しない 




温度センサーび鍋底やフライパンの底などの温度を正しく検知でさずに発火や途中消火、機器焼損の 
原因になります。鍋底と温度センサーの間には隙間や異物びないようにしてください。また、安定性 
の悪い鍋は使用しないでください。 

鍋の重さは調理物を含め300呂上び必要です。 


リ 



ロ ロ 


レ 


鍋などの 广 






300呂 W 上 




け 


〇 

必ず行う 




底び己凹 


ff r 4\ 一 傾き 


温度センサー 




^鍋などの 
傾さ 


禁止 


■鍋底やフライパンの底などについた異物や著しい巧れ-焦げなどは取り除く 



鍋底やフライパンの底に異物や巧れ-焦げなどび付着したまま使用すると、温度センサーび鍋底や 
フライパンの底などの温度を正しく検知でさず、発火や途中消乂、機器焼損の原因になります。 


C：]] - P 

7 V _ 油巧れ、焦げ、さび巧れ、異物などの付着 


Q 


■揚げもの調理は食材全体が十分につかるまで調理油（必ず200 mUiLb ) を 
入れて巧う 


調理油の量び少なかったり、減ってさたりすると、温度センサーび働かず、発火するおそれびあります。 
特にフライパンなどの底び広い鍋で揚げわの調理をする際は、食材全体び調理油に十分につかっていない 
と発火するおそれびあります。 


食材一 
調理油 



食材全体び十分につかるまで 


〇 

必ず行う 





































































- A 警告一 - ---- 

■冷凍食材を鍋の底面中央に密着させた状態で揚げもの調理をしない 

鍋の底面中央（温度センサーの接触位置）に冷凍食材び密着した状態で揚げちの調理をすると、 
温度センサーび鍋底の温度を正しく検知しないため、発火するおそれびあります。 

食材は中央部を避けて置いてください。 



調理油 


冷凍食材を鍋の底面中央（温度センサーの接触位置）に密着させない 


禁止 


■複数回使用した調理油で揚げもの調理をしない 

何回ち使用して茶褐色に変色した調理油、にごった調理油、揚げカスなどび 
沈んだまま残っている調理油は使用しないでください。 

発火び起こりやすくなる場合びあります。 

01 

禁止1 

■揚げすざない 


豆腐などの水分の多いちのや、衣つさのコ□ッケなどの破裂しやすいちのは 


特に注意してください。 


揚げすざると油び飛び散り、発火ややけどのおそれびあります。 

禁止 


■耐熱ガラス容器、±鍋など、熱が 
伝わりにくいらので揚げらの調理 
はしない 

天ぷら油過熱防止機能び働かず、発火すること 
びあります。 



耐熱ガラス鍋 ±鍋 




A 注意 


打ち出し鍋 丸底中華鍋 


禁止 


■温度センサーに強いショックを加えたり、夺ズをつけない 


鍋底に温度センサーび密着しなくなり、調理油び発火する場合びあ 
ります。また、温度センサーび故障すると温度センサーび作動しな 
い場合びあります。 



0 

禁止 


■温度センヴーがスムーズに上下に動<か確認ずる 

また温度センサーと鍋底の密着ずる部分はいつも清潔にしておく 

コン□を使用していないとさに、鍋などをごとくの上に乗せておいてち 


〇 

必ず行う 


温度センサーに支障はありません。しかし、汚れび付着したり、動さび 
悪いと温度センサーび鍋底の温度を正しく感知でさず、調理油の発火の 
原因になります。お手入れしてち温度センサーの動きび悪いときはお買 
い上げの販売店かおお<の当社までご連絡<ださい。 















































設置について 


* 工事説明書と合わせてご覧になり、工事説明書通り正し<設置されていることをご確認<ださい。 

■部品のセット 

♦あて紙や捆包部材やテープを取り除さ、 

各部品をセットする。 

♦ご家庭のガスの種類と機器の銘板に 
表示されているガスの種類び合って 
いるか確かめる D 合っていない場合 
は使用をやめて、お買い上げの販売 
店かおおくのガス事業者まで連絡 
する。 

( 「必ずお守りください」己ページ 
参照） 

グリルお掃□カバーのセット- 

2つの排気□カバーのツメを各々外 
備こ向け、トッププレートのくぼ 
みにセツトする 


ツメ 



グ IJ ルのセットち法 （32 ページ参照） 

_巧電池のセット 

(アルカリ乾電池単1形 1.5 V S 個) 

①電池ケースの而たの「引/開」の位置に 
指を引っ掛けて手前に倒して開ける 



ごと< 


煮こぼれ 
カバー IJ ング 



② 乾電池の©をちにしていれ、先に入れた 
乾電池を左へ押しなびら2個目を入れる 

③ 電池ケースの而たを閉める 



r — A ミ主意 


■乾電池は巧電-分解-加熱したり、 

乂の中に投入しない 

乾電池び破裂し、手や衣服などを巧すだけ 
でなく、目などに入ると大変危険です。 禁と 


の 


♦電池ケースに水などの異物び入った場合は、乾電 
池の接触不良の原因となるため、而さとってされ 
いにしてください。 

♦乾電池の挿入ち向を間違えないで<ださい。また、 
新しい乾電池とちい乾電池、または種類•銘柄の 
違う乾電池を混ぜて使わないで<ださい。 

•乾電池は必ず2個とわ同種類-同銘柄の新品のア 
ルカ U 乾電池をご使用ください。マンガン乾電池 
を使用の場合は寿命び短くなります。 

♦乾電池の寿命は通常の使いかたで約]年です。 
未使用の乾電池でわ「使用推奨期限（月一年）」 

を過ぎている場合は放電により寿命び短くなり 
ます。また、付属の乾電池は工場出荷時に納めら 
れたもので、自己放電のため寿命び短くなって 
いる場合びあります。 


13 








































コン□のセット 


パー ナキ ヤップのセッ 


バーナキャップの凸部が電極の真上にくる位置にあわせて、突起を本体の切り欠きにはめてセットする 

♦強火カバーナ用のバーナキャップは、表面に 「 H 」 マークを表示しています。 

* 標準バーナ用と強火カバーナ用 （「 H 」 マーク付）では形状び異なりますので、取り付け間違いしないよ 
う注意してください。 




清こぼれカバーリングのセツ K 



煮こぼれカバーリングの凸部を本体の切り欠き 
にあわせてセツトする 




【左.ちコン□】 【奥コン□】 


ごとくの切り欠きを煮こぼれカバーリングの突起に 
あわせてセツトずる 

*大さいごとくび左•ちコン□用、ルさいごとくび 
奥コン□用です。 


切り欠さ 



(セツト後の拡大図) 



浮き-傾きのないようにセツトする 


位置を間違えないように正しくセツトする 

^不完全燃焼や乂災の原因になります。 


^不完全燃焼や乂災、故障の原因になります。 

文 


〇 

禁止 

必ず行う 


14 



































設置にごいて 


■設置場所と周囲の防义指置 

一酸化炭素中毒や乂災、やけどの原因となりますので正しく設置してください。 

* 防乂措置は各地の火災予防条例に従って行って < ださい。 


グ A 警告 




下記の条件を満たしている場所をお選び<ださい。 

* 設置後に、機器の周囲の改装（吊り戸棚をつけるなど）を行う場合わ設置基準をお守りください。 


•風が吹き込まない 
♦水や熱びかか!5ない 
•換気が良い 

•上に照明器具などの樹脂製品がない 


•水平で安定している 
♦落下物の危険がない 
•上に湯沸器がない 
•周囲に可燃物がない 




周囲に可燃物 （木製などの可燃性の壁、ステンレス板や薄いタイルなどの不燃材を可燃性の壁に直接貼り 
付けた壁、たななど） のある場合 


•可燃物と器具は下の表にある離隔距離を離す 
♦表の離隔距離びとれない場合は、防熱板を取り付ける 
(本体寸法の幅は53ページの「トッププレートの種類」 
を参照ください。） 


SOcmliLb 


本体寸法 
の幅 

可燃物からの離隔距離 （ cm ) 

上方 

側方 

前方 

後方 

目0タイプ 

80 ii (上 

] 己上 

] 己じ(上 

己じ(上 

75タイプ 

80 ii (上 

7.5 ii (上 

] 己じ(上 

己じ(上 


1日 cmlil 上 
(7 .日 cmli (上） 
I 夺 


1日 cmm 上 
(7 .日 cmli (上） 


曰 cmliLb 


t ■[-]•、 n *"**7YT' 0 

け 

解/ 

[ / 

y///////A 

\ 


) の寸法は本体寸法の幅び7己タイプの場合です。 


■防熱板にごいて 

別売の防熱板 A 、 目、 S または金属外の厚さ 3 mmlU 上の不燃材を図のよラに取り付けてください。 

* 防熱板 A ， B，S を壁に設置する場合は、壁とトッププレートとの隙間び2己 mm 必要で、取り付けち法は壁 
にネジ止めとなります。 


※本体寸法の幅び 
目0タイプの場合 


•上方 


グリスフイ ルター 


eocit 从 




60 cnniU ± 

1已 cm 


金属 m 外の不燃材 


(3 mmiU 上） 


•側面-背面 
防熱板 Bn 「防熱板 A 

隙間' 

1 cmiU 上 


い 



< ~ > 

1 


1 


r 


社 


已 cm じ Lb 


※本体寸法の幅び 
7已タイプの場合 


1已 cm じ I 


•上方 



隙間 1 cm 
lU 上 


隙間を設ける 
ただしトップ\ 
プレートより 
隙間が高<な 
5ないこと 


グリスフイ ルター 



•側面-背面 

防熱板目 n 「防熱板 A 

隙間 

1 cmiU 上 


日 cml ^ ソ上- 


15 


7.已 cm じ(上 



隙間 1 cm 
lU 上 

防熱板 S 


隙間を設ける 
ただしトップ\ 
プレートより 
隙間が高<な 
5ないこと ‘ 
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コン□の巧いかた 


コン□を使ラ前に 


おねびい 

♦鍋に付いた水滴は而さ取ってからごとくにのせてください。余分な熱び必要になるラえ、水滴びバーナに落ちて 
目づまりし、点火不良になることわあります。 

•鍋をごとくにのせてから点火したほうびより点火び確実になります。 

♦弱火でご使用の際、キャビネット扉は静かに開閉してください。あまり強く開閉すると消火することびあります。 
♦煮こぼれに注意してください。機器の内部に浸入しますと機器故障の原因になります。また、トッププレート、 
ごとく、バーナなどに煮こぼれび焼さついたりして、機器を早くいためます。 

♦焦げつさ消乂機能び付いていても調理によってはひどく焦げついてしまう場合びあります。焦げつさやすい調理 
の場合、弱乂（最弱火力）でよラすを見ながら調理して<ださい。 

《焦げつさやすい調理の例》水分び少なく、調味料び多い調理•カレーやシチューの再加熱 
♦揚げわの調理は標準ノ くーナの使用をおすすめします。 

揚げわのは、油の温度を一定に保つ「揚げわの温度調節機能 （19 ページ参照）」を使用すると便利です。 


■温度センサーを正し<作動をせるためにお守り<だをい 

特に揚げわの調理時にお守りいただけなければ、調理油の過熱による発火を防止でをないことびあります。 



揚げをの調埋時は、200 mLW 上の油を入れる 

細の重さは、食巧を含んで300 gW 上を目安とする 

※重さは鍋や取っ手の形状により異なります。 

細底の中 iD を、温度センサーの上面に密着させる 

※鍋底の中/こ\と温度センサーの上面び密着していない 
とさは使用しないでください。 


調理に適した銅を選ぶ（下表) 



〇:適する X :適さない 


♦ 

鍋などの種類 

油調理 

その他の 

馬!!。 

備考 

揚げらの 

炒めもの 

愚-曾 巧田 

ホー□- ステンレス鍋アルミ.無水鍋 
鍋 （多層を含む） 鉄鍋 

〇 

〇 

〇 

温度センサーに適しています。 

アル S •鉄-ステンレス(多層を含む） 

フライパン 平底中華鍋 

〇 

〇 

〇 

炒めわの調理時フライパンを返す動 
作を何度も行い、温度センサーと鍋 
底び密着していない時間び長<なる 
と、途中消火することびあります。 

天ぷ5鍋 

〇 



揚げわの調理外の調理には適して 
いません。 

巧 

耐熱ガラス鍋 ±鍋 圧力鍋 

X 

〇 

(ただし、消火する 
場合びあります） 

〇 

(ただし、消义する 
場合びあります） 

揚げもの調理には適していません。 
発火することびありますので、使用 
しないでください。 

省 

巧ち出し鍋 丸底中華鍋 

X 

〇 

〇 

揚げもの調理には適していません。 
揚げわの調理外の調理は、鍋底の 
中/ La と温度センサーの上面び密着し 
ていることを確かめてください。 

獻焼網 



X 

消火したり、トッププレートやごと 
くの変色等の原因になります。 
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コン□の ffi いかた 


5) ま用中、自動的に弱义になったとまは^【異常過熱防止機能】が働いていまず j 


炒めちの調理-焼さちの調理など比較的温度の高い 
調理や、鍋のか5焼きをしたときに、弱乂ぉ>強乂と 
乂力を自動調節し、鍋などの異常過熱を防止ずる 
機能でず。この状態び約30分続いた場台、または 
弱乂が態でも温度センサーび更に高い温度になった 強义 弱义 強义 

場台は自動消乂しまず。（標準パーナ-強乂カバーナのみ） 

•から焼さなどで鍋の温度び急速に上昇すると、 安全のため加熱途中でも火力をいったん弱くし、 
異常高温に達しないよう火力を自動制御します。 

※最初に弱火になったとさ、ブヴーび"ピッ"と]回鳴ってお知らせします。 

•鍋の温度び安全な温度まで下びると再び強火（わとの火力）に戻ります。 

* 故障ではありません。 

* 自動的に炎の大ささび弱火から強火へ変化します。やけどのおそれびあるため、顔や手や衣服を炎- 
ノ くーナ付おにはお付けないように注意してください。 

* 自動消火した場合は、鍋などび相当熱くなっていますので、やけどなどに注意してください。 

* 再使用する場合は、操作ボタンを消火位置まで戻し、少し時間をおいてから点火操作をしてください。 

•カスタマイズ . 

カスタマイズ機能を使用してコン□の異常過熱防止機能（高温での調理び続いた場合、自動消乂する機能）びはたらいた場合、 
自動消乂するまでの時間を約] 5分に変更することもでさます。詳しくはカスタマイズ機能 （27 ページ）を参照ください。 


【ワンポイント】 

炒めちのなどの調理をする場合には、先に鍋を加熱し、ブザーが 
"ピッ"と1回鳴り、自動的に弱火になったときが具材の入れ頃です。 

V_ ノ 




心'与！^与法 


. 煎りものな ど、 を6に高温になる調!！には （高温げめ機能の設定:強义カバーナのみ) 


煎りわのなど、高温び必要な調理の場合に使用して<ださい。 
(強火カバーナのみ） 

■強乂カバーナを使用中に... 

1. "高温炒めスイッチ"を長押しする （3 秒上） 

♦ブヴーび"ピッ"と鳴り、表示ランプび点灯します。 
♦強乂カノ くーナの焦げつさ消乂機能は作動しません。 


2. 「高温炒め機能」を取り消すには、もう一度 
"高温炒めスイッチ"を押す 

♦ブヴーび"ピッ"と鳴り、表示ランプび消好します 
•強乂カノ くーナの焦げつさ消火機能び作動します。 



高温炒め機能を設定でさるコン□の位置 


警告= 

揚げものなどの 
油調理には、 

高温炒め機能を 
使用しない 


0 

禁止 


巧つておいてね 

•高温炒め機能を使用中わ、センサーの故障を防止するため、センサー 
の温度びあびりすざると自動的に火力を調節したり、ガスを止めて 
消火したりすることがあります。（異常過熱防止機能） 

•高温炒め機能を設定したまま消火してち、次回点火時には高温炒め 
機能は取り消され、通常設定に戻ります。 
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⑥〇ックつまみを左に動かして 
□ックを解除する 

*1 □ックされたまま操作 
ボタンをム U に押したり、 
使用中につまみを動かす 
と故障の原因になります。 


《□ツ クつまみの 位置》 左 •奥 コン □) 〔グリル•ちコン □) 


2点义 


①操作ボタンをゆっくりいっぱいまで巧す 

•ボタンはいっぱいまで押さないと点火しません。 

♦パチパチと音びして点火します。（コン□とグ U ル同時に放電） 
♦標準バーナ-ルバーナの乂力調節つまみは、弱火側にある場合、 
「強火」のち向へ自動的に移動します。 

•強火カバーナの乂力調節つまみは「中火」のち向へ自動的に 
移動します。 

⑤点乂していることを確認する 

♦点乂確認ランプび点灯します。 

> Zi\ 注局 



点乂操作をしても点乂しない場台は操作ボタンを戻して、 
周囲のガスがなくなってか！5再度点乂操作をずる 

^すぐに点乂操作をすると、周囲のガスに引乂して、衣服に燃え移ったり、 
やけどのおそれびあります。 


〇 

必ず行う 


3义力調節 




炎を見なが5つまみをゆっ < り動かす 

♦使用中わとさどさ燃焼を確かめてください。 

♦強から弱へ急速につまみを動かしても、火力はゆっくり変化します。 
※コン□使用中、センサー温度び高くなると、自動的に強火な弱火を 
繰り返し、鍋などの異常過熱を防止する機能び作動します。 



4 調理終了-消义 


①操作ボタンを押す 

♦消乂を確かめてください。 

♦点火確認ランプび消灯します。 

⑥□ックつまみをちに動かして操作ボタンを□ックし、 
ガス栓を閉める 

♦□ックつまみは小さなお子様のいたずら防止にご利用 
ください。 


点火確認ランプ 
(消な） 



J 準備 



①操作ボタンが巧されていないことを確かめて、 
ガス栓を全開にする 


* 図は標準ノ（ーナび左側の機器の場合です。 


コン□の使いかた 


□ックつまみ 


に 

解除 

操作ボタンび押せない 
ようにする機能です。 




< 

の鍋置 
<にを 
と央ど 
ご中な 


* 燃焼中、ガス栓を操作しての消乂はしないでください。 
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コン□の使いかた 


* 図は標準ノ くーナび左側の機器の場合です。 

■ r 機能選択モード J — 

揚げもの温度機能の使いかた（標準バ-ナのみ） 

油の温度を160む、170む、180む、190む、200むのいずれかに一定に保ちます。 


ごとくの中央に 
鍋などを 置< 
(標準 バーナ 側) 


r 


腰作部】 


「高温げめ」は 

^ ^ 揚けもの調理 

国タイ 7-1 - - J -に使用しない 

■言姑 'し— I し + ]| L _ Jx + J でくださし、。 

160180200炊飯湯巧切身姿焼干物強め標華弱め 3砂巧し 


揚げ 


11 


だコン □ 


長二： L-I ►[加減 I 


<グリル 


ち旧 
巧 / mi 

炒め 


ちコン □ 


^揚げものスイッチを使用します 


V 



■揚げちの温度の目を 


广 160°C 

か5揚げ-ドーナツ 

180°C 

天ぷ5 • フライ 

200 OC 

こげめを強くしたい揚げもの 


。準備 

•揚げもの調理に適した鍋に700 mL 〜1000 mL の油を入れてセツトします。 


知つておいてね 

調理時の油量は700 mL 〜1 OOOmL び適量です。 

油量び少ないと、油の温度は設定温度より高めに、多いと低くなります。また、鍋の厚さや大ささ 
によっても設定温度と異なる場合びあります。 
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1 標準バーナの操作ボタンを押し、 
点乂ずる 



4 油が設定温度になると、ブザーでお知！5せ 

• "ピピッ-ピピッ…"と] 2回ブヴーび鳴ります。 
♦調理中、自動的に乂力調節して設定温度を保ち 
9 〇 


S S S 

1 I ピピッ.ピピッ]> 

_J ，各 ふ _ (適温） 


2 乂力を全開にずる 

※ただし、鍋などの大ささに 
合わせて調節してください。 


夕調理終了後は、標準バーナの操作ボタンを 
押して消乂ずる 



5 揚げものスイッチ 

を}甲ず 表示ランプ 

:点打 



160,1り0,200炊飯湯沸 

0 0 0 0 〇 


揚げ 

炊飯 

ち心 

湯沸 



•表示ランプび点灯します。 

♦表示ランプは揚げものスイッチを押すごとに、 

「180で」一「180で • 20〇で」一「200で」 
一「160で」一「160 • 1 80 °CJ 
一「ランプ消な（取り消し）」一 riscrc」 … 

のように切り替わります。 

ご希望の「揚げわの温度」に合せてください。 


P ななずるランプ 

揚げらの温度 ^ 

16〇で 

16〇で 

1目〇で • 180で 

170で 

18〇で 

180°C 

180で • 20〇で 

19〇で 

t socrc 

200°C J 


点乂確認ランプ 
(消の） 



^取り消しする場合は- 

•揚げものスイッチを、揚げもの表示ランプび 
消灯するまで数回押してください。 
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コン□の ffi いかた 


* 図は標準ノ くーナび左側の機器の場合です。 


■ r 機能選択モード J 

巧飯機能の使いかた（標準パ-ナのみ) 

自動的に炊飯し、炊さ上がり後ガスを止めます。 

その後、むらしのために1日分間表示ランプ「炊飯」び点滅します。 


ごとくの中央に 
鍋などを 置< 
(標準 バーナ 側） 


r 


腺作部】 



1 沪 1 沪誓 gi ig 


グリルタ i マー 


切身姿焼干物強め標準弱め 


揚げ 

ちの 


II 


だコン □ 


をュト- 


► Si 


<グリル 


「高温赋め」は 
揚げちの調理 
じ使用しなし、 
で < ださし、。 

3秒巧し 


ち旧 
巧/皿 

'做め 


ちコン □ 


V 


•炊飯/湯沸スイッチを 
使用しまず 



炊飯の準備 


①お手持ちの計量カップでお米を正しく計り、ごみ•めか 
などを洗いなが5、素早くとざあばる 

•一度水に漬けたお米は砕けやすくなります。砕け米- 
粉米などび混じって炊飯されると風味を損ね、 早切れ、 
炊さむら、着色等の原因となります。 


⑤ 水加減をする 


•水の量は洗米後、水切りしてから追加する量です。 

参炊飯は1合から日合まででさます。 

•新米-ち米-無洗米または固め-やわらかめなどの好 
みによって水加減をしてください。 

•水加減後、30分上水に浸してください。 

浸し時間び短いとおいしく炊けないことびあります。 

参炊さ込みご飯は、具の量が多すざるとうまく炊けない 
ことびあります。 

•無洗米をご使用の場合、米粉び多<水のにごりびひど 
い場合には表面の米粉を洗い流して<ださい。米粉び 
底にたまると生炊けの原因になります。またお米には 
気泡び付着していますので、水を入れたら底のちから 
やさしく数回かきまわしてください。 

③お米と水の入った鍋にふたをしてセツトする 


【水加減の目ま】 


' 米 

水1 

180 mL - 1 合 (1 曰 Og ) 

約 280 mL 

360 mL - 2 合 (300 g ) 

約 480 mL 

曰 40 mL - 3 合 (4 曰 Og ) 

約 680 mL 

720 mL - 4 合 (600 g ) 

約 880 mL 

900 mL - 曰 合 (7 曰 Og ) 

約 1070 mL 


【お米を水に浸しておく時剧 


季即 

春〜夏 

秋〜を1 

白米 

30分 iU 上 

60分 ]; Lb 

胚芽精米 
輸入米-ち米 

60分 m 上 

90分 ]; Lb 

無洗米 

V 

「無洗米メーカーの 

炊さかた」に従う J 


* ただし、 ] 4時間じ(上浸しておくと変質 
の原因となります。 




巧つておいてね 

•鍋は別売の炊飯専用鍋をお使いいただくと上手に炊飯でさます。市販の文化鍋でわ炊飯可能ですび、ガラス 
鍋、±鍋では炊飯機能は使えません。 

•浅い鍋は而さこぼれることびあります。 

♦ 2 度炊さ-あたため直しをしたとさや、鍋の材質や厚み-形状によっては焦げつく場合びあります。 

機能選択使用中は焦げつさ消乂機能び働さません。 

•乂力を指定の位置にしないと而さこぼれたり、ラまく炊けないことびあります。 
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標準パーナの操作ボタンを押し、 
点乂ずる 



5 標準バーナの操作ボタンを巧して 



2 火力調節つまみを「炊飯」の位置に 

合わせる^ 

牵" 




^炊飯/湯沸スィッチを押し、「炊飯 J 
表示に合わせる 


^♦而きあびったつゆび外に 
飛び散る場合や2合 iil 下を 
炊飯する場合には、乂力 
調節つまみを「炊飯」位 
置の左端へ合わせてくだ 
さぃ。 



♦表示ランプび点灯します。 
♦表示ランプは炊飯/湯沸 
スイッチを押す毎に、 
「湯沸」^「炊飯」 

-「ランプ消な（取り消し）」 
「湯沸」… 

のように切り替わります。 


お 7 J \ つンプ 
:点打 



4 炊さ上がって消乂ずるとブザーで 
お知5せ 


6 む5し中 

♦炊さ上びり後、むらしのために約]日分間「炊飯」 
の表示ランプび点滅します。 



160180200炊飯湯沸 



+ 曰一 

/ 

1 

ちの 



Q 


〇 


湯满 


表フソ y 

-点滅 


左コン □ 


7 む5しが終了ずるとブザーでお知5せ 

♦むらし終了時は‘‘ピピッ • ピピッ •••’’ と] 2回ブヴー 
び鳴ります。 

•ご飯をほぐしなびらよくかさ混ぜてください。 
余分な水分び逃げておいしくなります。 



ピピッ.ピピッ 
(むらし終了） 


♦炊さ上びると自動消乂し、"ピー*ピー…"と 
己回ブヴーび鳴ります。 


な 


ピ——ピー> 
(炊さあびり） 


^取り消しする場をは- 

•炊飯/湯沸スイッチを、炊飯表示ランプと湯沸 

表示ランプび消灯するまで数回押してください。 
\_ 
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コン□の巧いかた 


* 図は標準ノ くーナび左側の機器の場合です。 


r 機能選択モード J 

湯满かし機能のほいかた（標準パ-ナのみ) 


自動的に湯沸かしし、沸騰後に自動消火します。 


カスタ7イズ 

カスタマイズ機能を使用して沸騰後、 
己分間保温のために弱火を持続させる 
ことびでさます。 

詳しくはカスタマイズ機能の設定 
(S7 ページ）を参照ください。 


【沸騰】 


【消乂】 


巧 


曰分後 



ピ ピッ. ピピッ少 
(淵黨） 


ピ ー. ピー少 
(消火） 


ごとくの中央にやかんや 
鍋などを置< 

(標準バーナ側） 


腰作部】 



使用しまず 



^準備 

底の平らな金属製のやかんや鍋に0.已 L 〜3.0 L の水を入れて 
セツトします。 

やかんや鍋にはふたをして < ださい。 



おねがい 

•沸騰するまでは店\たの開け-閉め、水や具の追加、中の水をかさ混ぜる、やかんや鍋を動かす等は 
しないでください。温度センサーび正しく働かない場合びあります。 

•約70でじ(上のお湯をわかした場合、1日び C になる前に自動消火してしまうことびあります。 

•やかんや鍋の種類や水量の多少によつては沸騰のお知らせび遅れたり、吹さこぼれることびあります。 
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1 標準バーナの操作ボタンを押し、 
点乂ずる 


4 沸騰時はブザーでお知5せ 



2 乂力を全開にずる 

※ただし、やかん•鍋などの大ささに合わせて 
調節してください。 



3 炊飯/湯沸スイッチを押し、 r 湯沸」 
表示に合わせる 



ピ——ピ ー > 
(消火） 


•沸騰後 "ピー•ピー…" と已回ブヴ ーび 鳴り、 
自動消火します。 


カスタマイズ . 

r 保温ありに設定した場合 ] 

•沸騰時は"ピピッ•ピピッ…"と] 2回ブヴー 
び鳴ります。その後自動的に弱火になります。 
•表示ランプは点滅に変わります。 

ピピッ.ピピッ 

\ _ J (沸騰） 


日品爹 



•自動消火時は"ピー-ピー…"と日回ブヴーび 
鳴り、自動消火します。 


ピー.ピー 
(消火） 




•表示ランプび点灯します。 

♦表示ランプは炊飯/湯沸スイッチを押す毎に、 
「湯沸」^「炊飯」^「ランプ消灯（取り消し）」 
- 「湯沸」•••のように切り替わります。 


5湯沸かし終了後は、標準パーナの 
操作ボタンを押して消乂操作をずる 



^取り消しする場をは- 

♦炊飯/湯沸スイッチを、炊飯表示ランプと湯沸 
表示ランプび消灯するまで数回押してください。 
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コン□タイマーの巧いかた 


いずれか]ヶ所のコン□で1〜99分までの自動消火タイマーを設定でさます。 

設定時間になるとブヴーでお知らせし、自動的に消火します。 

巧つておいてね 

•コン□タイマーは]ケ所のコン□バーナのみセットび巧能です。 

♦機能選択モードを使用している場合は標準バーナのコン□タイマーは設定でさません。 

♦標準バーナのコン□タイマー使用中に機能選択モードを設定した場合、機能選択モードび優先されコン□タイ 
マーは解除されます。 

•コン□タイマーの設定を使用中の他のコン□へ変更する場合は、タイマー設定スイッチを押してコン□を 
選択してください。この場合、表示部は‘‘ 3" 分び表示されますので、再度時間を設定してください。 


1点火 - 

各ノてーナの点乂操作をする 


2コン□タイマーのセット ■ — 

①操作部を開< 

⑥タイマー設定スイッチを押し、タイマー設定したいコン□を 
選択する 

•選択したコン□の表示ランプび点滅し、コン□タイマー表示部に 
"3" 分び表示されます。 

•表示ランプはタイマー設定スイッチを押すごとに次のように変わり 
ます。（表示ランプは使用しているコン□のみ点滅します。） 

左コン□今ちコン□今奥コン□今ランプ消灯（取り消し） 


③ 0 E ] スイッチを押してタイマー時間をセットする 

♦お使いのたびにセットしてください。初期設定は3分です。 

♦]〜99分まで1分刻みでセットでさます。スイッチを押し続けると 
己分刻みに変わります。 

* 使用途中のコン□にタイマーを設定する場合、安全のため、バーナの 
最大持続時間（約] 20分）を超える範囲には設定でさません。 




左コン □ 


【タイマースタート】 

♦表示ランプび点灯にかわります。 

※調理途中でタイマー時間を変更したい場合は、タイマー設定スイッチを 
押してから表示ランプが点滅している間に西已スイッチでタイマー 
時間を変更してください。 

タイマーを違中でやめる場合は-- - 

I タイマー設定スイッチを、表示ランプび消好するまで数回押してください。 



約5秒後 


表示ランプ：点打 



160180200 炊飯湯沸 

0 0 0 0 〇 


f 揚げ1 


'炊飯1 

ちの 


湯沸 J 


左コンロ 
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3 調理終了-消义- 

♦タイマー終了30秒前になると、「ピピッ-ピピッ…」と] 2回ブヴーび 
鳴ってお知らせすると同時に、秒表示に変わります。 



160 , 180200 炊飯湯沸 

0 0 0 0 〇 


揚げ1 


'炊飯’ 

ちの 


湯沸 


左コン □ 


♦設定時間び終了すると「ピー•ピー…」と日回ブヴーび鳴ってお知ら 
せし、自動消乂します。 


カスタ7イズ 

カスタマイズ機能を使用してブヴー音をメ□ディに変更することわ 
でさます。 

詳しくはカスタマイズ機能に7ぺージ）を参照ください。 


♦自動消火後、約10秒後にコン□タイマー表示部と、表示ランプび 
消灯します。 

自動消乂後、操作ボタンを巧して消乂操作をする 


30秒後 



160180 , 200 炊飯湯沸 

0 0 0 0 〇 


揚げ 


炊飯’ 

ちの 


湯沸 


左コン □ 
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カスタ 7 イズ機能について 


安/こぃ便利機能を下記の範囲で設定（カスタマイズ）でさます。 
ご希望の方はお好みに合わせて設定してください。 

なお、カスタマイズ機能を使用して、1項目ごとに設定を変更する 
手間を省さ、一括して設定を変更することもでさます。 

一「さらに安/こ、モード」 （31 ぺージ） 


カスタマイズ機能はお客様が 
任意に設定できる機能でず。 
設定変更を希望されるお客様 
のみご利用 < ださい。 


巧む-便が機能一覧 


適応機能 

初期設定 

変更内容 

手順参照 
ぺージ 

消しちれ消义機能 。ページ） 

参コン□の消し忘れ消火機能で自動消火するまで 
の時間を変更でさます。 

参コン□ごとに設定でさます。 

120分 

10分〜90分 
(10 分間隔） 

28 

29 

異常過熱防止機能 （3,17ページ） 

♦コン□の異常過熱防止機能（高温での調理び 
続いた場合、自動消火する機能）び働いた場合、 
自動消火するまでの時間を変更でさます。 

参標準コン□-強乂カコン□の設定を両方同時に 
変更します。 

30分 

1己分 

28 

29 

湯沸かし機能 （3 23ぺージ） 

♦コン□の「機能選択」湯沸かし機能を使用した 
場合、沸騰後、保温するように変更でさます。 

保温なし 

保温あり 

(沸騰後、 

己分間弱火で 
保温します。） 

28 

30 

タイマー終了時のお知 6 せ音 に 6 , 34 ぺージ） 

参コン□タイマー終了時のお知らせ音- 
グ IJ ルタイマー終了時のお知らせ音を 

※その他のお知らせ音は変更でさません。 

ブザー 

メ □ディ 

28 

30 

レンジフード連動機能 （が 9 ぺ-ジ） 

♦ビルトインコン□側でレンジフードを連動 
しないように変更することびでさます。 

連動する 

連動しない 

28 

40 


巧つておいてね 

•カスタマイズ機能で設定後、乾電池を交換してわ設定は記憶されます。 

•カスタマイズ機能で消し忘れ消乂機能の設定時間を変更した場合でわ、湯沸かし機能-炊飯機能を 
使用している時はその機能び優先されます。（最大燃焼時間120分） 

•消し忘れ消乂機能の設定時間と、コン□タイマーの設定時間 （2 日ページ）ではコン□タイマーの 
設定時間び優先されます。 
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* 図は標準ノ くーナび左側の機器の場合です。 

設定変ち手順 

カスタマイズモードの設定準備が完了してから、それぞれの設定変更を行ってください。 


カスタマイズモードの設定準備- 

1 ガス检を閉じ、ずべての操作ボタンが消乂位置に戻っていることを確認ずる 


2 グリルの操作ボタンを押し、点乂位置にし、 

ずぐにグリルの操作ボタンを戻し、消乂位置にずる 

(10 秒経過すると、設定でさずに通常の使用状態に戻ります。） 




10秒!;1内 



3タイマー設定スイッチを長押しずる （3 秒上) 

♦ブヴーび"ピッ"と鳴り、表示ランプび点滅し、 

グ U ルタイマー表示部び点灯 （ -または数字） 

すると設定準備完了です。 

( クの操作から]0秒経過すると、設定準備でさず 
に通常の使用状態に戻ります。） 


表示ランプ 


グ U ル表示部 
:点打 




※カスタマイズモードの設定準備が完了してか！5、 
1分 iU 内に下記の設定変更を開始してください。 
1分を過ぎると通常の使用状態に戻ります。 







コン□消し忘れ 
消火機能の 
自動消火時間の 
変更 

(29 ページ参照） 


異常過熱防止 
機能の 
自動消火時間 
の変更 

(29 ページ参照) 


湯沸かし機能 
の保温有り/ 
無しの変更 
(30 ページ参照) 


タイマー終了時 
のお知！5せ音の 
変更 

(30 ページ参照) 


レンジフード 
連動機能の 
ON / OFF の変更 
(40 ぺージ参照) 
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カスタ 7 イズ機能について 


* 図は標準ノ くーナび左側の機器の場合です。 


C 


カスタマイズモードの設定準備をする （ 28 ぺージ） 


長 


i 


可 


コン□消し忘れ消义機能の自動消乂時間の変更 


異常過熱防止機能の自動消义時間の変更 


ザタイマー設定スイッチを押し、設定したい 
コン□を選択ずる 

•コン□タイマー表示ランプび点滅します。 
タイマー設定スイッチを押すごとに、コン □ 
タイマー表示ランプびちコン奥コン 
左コン□•••の順に切り替わります。 

•グ U ルタイマー表示部に現在の設定び表示されます。 
(初期設定は120分、表示は「-」です。） 


表のつンプ 
:点滅 




L-i+J 


D グリルタイマーの ( + )•("] スイッチを 
押し、設定時間を変更ずる 

設定時間を減らしたいときは巨]スイッチを押す。 

参スイッチを押すごとに、 

12日分一90分一80分…30分一20分一10分 
と、切り替わります。 

設定時間を増やしたいときは0スイッチを押す。 

♦ ® スイッチを押すごとに、 

10分一20分一30分…80分一90分一120分 
と、切り替わります。 


表 7J\ フソプ 
:庶滅- 


BIBBB 

■輪 ■ 



* 他のコン□わ同時に設定したい場合は、イの操作 
に戻り、同様の手順で設定してください。 

6 いずれかの操作ボタンを押ず 

•左 コン □-ち コン□- 奥 コン □-グ U ルのいずれかの 
操作ボタンを押すと"ピー-ピー…"と己回ブヴーび 
鳴り、設定完了します。 

•設定した時間を記憶します。 


呼高温炒めスイッチを押ず 

•高温炒め表示ランプび点滅します。 

♦グ U ルタイマー表示部に現在の設定び表示され 
ます。（初期設定は30分です。） 


表フンプ 
-点滅 



) グリルタイマーの [ + )•[—] スイッチを 
押し、設定時間を変更ずる 

• ® または、 [3 スイッチを押すごとに、 

] 己分一30分一15分…と、切り替わります。 



表で\っパ 
:点滅 


6 


いずれかの操作ボタンを押ず 

•左コン□-ちコン□-奥コン□-グ U ルのいずれかの 
操作ボタンを押すと"ピー-ピー…"と已回ブヴーび 
鳴り、設定完了します。 

•設定した時間を記憶します。 

おねがい- 


广 あねがい- N 




設定後は、操作ボタン 




を消乂位置に戻して< 




ださい。 




設定後は、操作ボタン 
を消乂位置に戻して< 
ださい。 




※設定の過程で1分 m 上何ち操作をしないと、その時点で 
します。その時点の設定を記憶します。 


‘ピー.ピー…" と5回ブザーが鳴り、自動的に設定完了 


リ 
































































* 図は標準ノ くーナび左側の機器の場合です。 


〔 カスタマイズモードの設定準備をする （28 ぺージ） ) 


占 

7 


( r 機能選択 J 湯沸かし機能の巧溫ちり/無しの変更 

タイマー終了時のお知5せ音の変更 ^ 


呼 r 炊飯/湯沸」スイツチを押ず 4 r 揚げもの」スイッチを押ず 


•湯沸表示ランプび点滅します。 

♦グ U ルタイマー表示部に現在の設定び表示され 
ます。（初期設定は〇,こです。） 


•揚げわの表示ランプび点滅します。 

♦グ U ルタイマー表示部に現在の設定び表示され 
ます。（初期設定は](ブヴー）です。） 



「高温《みめ」は 
揚げちの調理 
に使用しなし、 
で < ださし、。 

3秒巧し 
〇 

■ミ日 
巧/皿 

|乂少め 

ちコン □ 


クグリルタイマーの I +つ • I —] スイッチを 
押し、設定を変更ずる 

• ©または、0スイッチを押すごとに、 
orK オン）一〇,こ(オフ）…と、切り替わります。 


orK オン）：保温5分 
of (オフ）：保温なし 




音の種類を変更ずる 

• r +] スイッチを押すと、 


1(ブヴー）一2 (メ□ディ）と、切り替わります。 
• Q スイッチを押すと、 

2 (メ□デイ）一1(ブヴー）と、切り替わります。 



6 いずれかの操作ボタンを押ず 

•左コン□-ちコン□-奥コン□-グ U ルのいずれかの 
操作ボタンを押すと"ピー-ピー…"と日回ブヴーび 
鳴り、設定完了します。 

参設定した保温時間を記憶します。 

^おねがい- S 

設定後は、操作ボタン 
を消乂位置に戻して< 
ださい。 

\_ J 


6 いずれかの操作ボタンを押ず 

•左コン□-ちコン□-奥コン□-グ U ルのいずれかの 
操作ボタンを押すと"ピー*ピー…"と日回ブヴーび 
鳴り、設定完了します。 

•設定したお知らせ音を記憶します。 

广 おねがい- S 

設定後は、操作ボタン 
を消乂位置に戻して< 
ださい。 




※設定の過程で1分 m 上何も操作をしないと、その時点で"ピー.ピー…"と5回ブザーが鳴り、自動的に設定完了 
します。その時点の設定を記憶します。 


V 
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カスタマイズ機能について 


* 図は標準ノ くーナび左側の機器の場合です。 

r さらにまぶ1モード J の設定—誦に^ ■ ■ 

カスタマイズ機能を使用して、1項目ごとに設定を変更する手間を省さ、一括して設定を変更する 
ことがでさます。 

☆r さ S に安モード J に設定した場合 さ S にま iD モード J を解除した場合 


適応機能 

変更内容 

消し忘れ消乂機能 

(3 ぺージ） 

すべてのコン111120分 

異常過熱防止機能 

(3,17ぺージ） 

30分 

湯沸かし機能 

(3,23ぺージ） 

保温なし 


適応機能 

変更内容 

消し忘れ消乂機能 

(3 ぺージ） 

すべてのコン030分 

異常過熱防止機能 

(3,17ぺージ） 

1己分 

湯沸かし機能 

(3,23ぺージ） 

保温なし 


• 「さらに安/こ\モード」を解除すると、カスタマイズ機能で設定した「タイマー終了時のお知らせ音」 
「レンジフード連動機能の ON / OFF 」 外の機能び工場出荷時の設定に戻ります。（初期化されます。） 


1 ガス检を閉じ、ずべての操作ボタンが消乂位置に戻っていることを確認ずる 


2 


3 


標準コン□の操作ボタンを 
押し点乂位置にし、ずぐに、 
標準コン□の操作ボタンを 
戻し、消乂位置にずる 

(10 秒経過すると、 

設定でさずに通常の 
使用状態に戻ります。） 


高温炒めスイッチを長押しずる （3 秒 m 上) 


) 「さらに安/こー ド」び設定または、解除されます。 
( 2 の操作から]0秒経過すると、設定でさずに 
通常の使用状態に戻ります。） 




+ 

二物苗 

つ 1 

► 

食め標準弱め 

ご 〇 〇 

.焼き’ 

加減 


で < ださし、。 


3秒巧し 



☆ r を S に安 iD モード J に設定した場合 

メ □デイび流れ、 

グ U ルタイマー表示部 ( on ) び点滅すると、 

r さ S にま1なモード J び設定され ます。 

(初期設定は,っ/ 二 です。） 


★ r さ S に安 iD モード J を解除した場合 

"ピ_ . ピ—…"と日回ブヴーび鳴り、 

グ U ルタイマー表示部(〇/-)び点滅すると、 

は S にま|なモード J び解除されます。 





参5秒経過すると表示部び消灯し、設定変更び完了します。 

•設定と解除は同じ操作ち法になります。 

•さらに安/こ\モード設定後、乾電池を交換してを設定は記憶されています。 


グ U ルタイマー表示部 
-点滅 
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グリルの巧いかた 


グリルを f まう前に 

^グリルをはじめて巧うとを I 

煙がなくなるまで空:!:巧をする 

♦庫内の部品に付着している加工油を焼ささるためで煙や臭いび出てち異常ではありません。 

•空焼さ時にグリル過熱防止装置び作動し、自動消火する場合びあります。この場合、約5分ほど 
待つてから再度点火操作をしてください。 


■グリル過熱防止装置について 


グリルを空焼きずるなどグリル庫内の温度が非常に高くなった場合に自動消乂しまず。また、連続して使用する 
場合ら自動消乂することがあります。消乂すると、"ピー"とブザーが鳴ってお知!5せし、同時にエラーコード 
「02」を表示します。 （49 ぺージ参照） 

*グ U ル過熱防止装置び作動したら、約5分ほど（グ U ル庫内の温度び下びるまでの間）待ってから再度点火操作 
をしてください。 


■グリル受け皿の取り出しかた 


脂がこぼれたり、飛び散!5ないようにゆっくりと引き出ず 
取りはずすときは、スライドレール台が止まるところまで 
引き出し、両手でグリル受け皿を持ち上げる 

* 持ち運びするとさは、取っ手部を両手で 
しっかりと持ってください D 

I グリルのセット 




①グリル受け皿の長穴に、焼網の 
凸部（手前側1ケ所、後ろ側2ケ 
所）を差し込む 

* 焼網の前後を間違えないよラ 
にセツトしてください。 




【組立図】 



⑥スライドレール台を引き出し、 
セツトしたグリル受け皿をのせる 

* びたつさのないように 
セツトしてください。 


長穴 



スライド レール 台 

■焼網に魚などが<つつ<場合には 




*2 ケ所の突起びはまつ 
ていることを確認して 
<ださい。 


付属の取り出しフオークを使用すると、魚などが身くずれずることなく簡単に 
取り出せます。 

♦取り出しフオークの溝を焼網に合わせて焼物の下側に差しこみ、くっついた 
焼物を焼網からはびします。 


取り出しフ オーク n 
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グリルの巧いかた 


マニュアルモード（手動調巧）の巧いかた 

おねびい 

♦グ IJ ル使用後、グ IJ ル受け皿や焼網を急に水で冷やさないでください。変形するおそれびあります。 

♦安全のため、グ IJ ルタイマーはグ U ルの最大持続時間（約]日分）を超えない範囲までしか設定でさません。 

* 魚を焼いている途中で焼さ時間を変更する場合は、「1日分一経過時間」（焼さ時間び3分経過した場合は 
最大「1日分一3分二12分」）までしか変更でさません。 

♦グ U ルは安全のため、最大約]日分で消火します。焼さ時間]日分でわ焼さ足りない場合は、わう一度点火して 
ください。 

♦干物や脂分の多いにしんなどは焼さ過ざるとグ U ル庫内で魚び燃え上びり、たまった脂に引火する場合びあり 
ますのでその場を離れないよラにしてください。 

♦冷凍された食材はしっかり解凍してから調理してくださし、解凍していないと乂の通りび悪くなり、上手に 
焼けない場合や、安全機能び働さ、消火する場合びあります。 


■焼をかたのポイント 


♦グ U ルを予熱したり、焼網に食用 
油を塗っておくと、魚びくっつさ 
にくくなります。 

♦魚のヒレなどこげやすい部分は 
厚めに塩を而るかアル S はくで 
包んでおくとこげかたび少くな 
ります。 

•皮付さの切り身などは皮側を上 
にして焼くと、よりされいに焼 
けます。 

♦お好みにより塩を而っていただ 
くと、焼さ色び濃くなります。 

•魚などを焼く場合、焼網の中央 
を避け、奥よりの M 部分に置 
くと上手に焼けます。 （1 尾の 
場合ち同様に焼網の中央を避け、 
奥よりに置いてください。） 

•魚と魚は間隔を置いて並べて< 
ださい。熱の通りび良<、焼さ 
むらび少なくなります。 




■グリルの加熱時間目ち表 


f 魚の種類 

分 量 

焼き時間 

乂加減> 

あじ性） 

4 尾（約 120 g / 尾） 

約 11 分 

上义：強 
下乂：強 

J 

さんま（生） 

4 尾（約 150 g / 尾） 

約 12 分 

結（切り身） 

3 切（約 90 g / 切） 

約 7 分 

あじ（開さ） 

2 枚（約 120 g / 枫 

約已分 

おゆ 

4 尾（約 10 日 g / 尾） 

約 9 分 

柏農け 

S 切（約 160 g / 切） 

約已分 

ほっけ 

1 尾（約 260 g / 尾） 

約 7 分 

ししゃも(頭テマエ） 

1 日尾（約 20 g / 尾） 

約 7 分 

さばの塩焼さ 

4 切（約 80 g / 切） 

約 7 分 

ブリのみりん漬け 

3 切（約 90 g / 切） 

約 6 分 


*乂加減、焼さ時間はあくまでち目安です。魚の分量や焼さ 
加減のお好みによつて調節してください。 


7準備 


①操作ボタンが押されていないことを 
確かめて、ガス幢を全開にする 

⑥□ックつまみを左に動かして□ックを 
解除する 

③ 焼網をセットする 

④ 材料をのせ、グリル受け皿をスライド 
レール台にのせて奥までしっかりと入れる 

•グ IJ ル扉び閉まっていることを 
確認してください。 


A 注意 


グリル庫巧（パーナ付近）にアルミはくなど 
のゴミが付着していないことを確認する 

^点乂不良や思わめ事故の原因になります。 必ず行う 


〇 



□ックつまみ 


食材は奧よりに置くと 
上手に焼さ上びります 
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2 点义 


操作ボタンをゆっくりいっぱいまで押し、グリルタイマー 
表示部に加熱時間が表示されたことを確認ずる 

♦パチパチと音びして点火します。（こんろとグ U ル同時に放電） 
•点火確認ランプび点灯します。 

♦火力調節つまみび弱乂側にある時に点乂操作すると、つまみは 
強のち向へ自動的に移動します。 


3 义力調節 




点乂確認ランプ 



乂力を調節ずる 

♦火力は、上火-下火それぞれ別々に調節でさます。 

♦火力は全開（火加減：強）にし、焼さ具合は加熱時間で調整してください。 

( 「グ U ルの加熱時間目安表」33ページ参照） 

* 火力の目安は全開（強）ですび、お好みにより弱乂に調整わでさます。 
弱火にした際、炎の見た目の大ささはほとんど変化しません。 

4 時 H のセツ I - 


田巨) スイッチで加熱時間をセツトずる 


•お使いのたびにセットしてください。 

初期設定は9分です。（変更しない場合は9分で自動消火します。） 
•調理中に田日スイッチを押すと、加熱時間び変更できます。 

参1〜]己分まで連続的に変わります。 


5調理！陵了 -消义 


♦調理終了30秒前になると「ピピッ-ピピッ…」と 
] S 回ブヴーび鳴ってお知らせすると同時に秒表示に 
変わります。 

♦設定時間び終了すると「ピー-ピー…」と日回ブヴー 
び鳴ってお知らせし、自動消火します。 


グリルタイマー 





ごカスタ7イズ 

:カスタマイズ機能を使用してブヴー音をメ□ディに変更 
:することわでさます。詳しくはカスタマイズ機能 （27 
■、ページ）を参照ください。 

•点火確認ランプび消灯します。 

♦自動消火後、約] 0秒後に表示は消灯します。 


①自動消乂後、操作ボタンを押して戻し、消乂操作をずる 


点乂確認ランプ 


⑥□ックつまみをちに動かして 
操作ボタンを□ックずる 

♦ルさなお子様のいたずら防止に 
ご利用ください。 

③ガス栓を閉め、グリル受け皿の 
お手入れをずる 

* 燃焼中、ガス栓を操作しての消火は 
しないで < ださい。 


A を意 



使用直後はスライドレール台に触れないように注意する 

^使用直後はスラィドレール台の側面び 
特に熱くなっているため、 

やけどをするおそれび 
あ0ます。 



スライド レール 台 


ま意 
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グリルの巧いかた 


オートゾニューモード（自動調巧）のほいかた 


生魚の姿身-切り身や干物などをオートメニュースイッチと焼き加減スイッチを設定するだけで自動で 
焼さ上げます。 


>化ずお守り<だをい< 


•予熱はしないでください。 

♦オートメニュー f ー ドで調理中はグ U ル扉を開けないでください。 

♦オートメニューモードで焼さ上げ後に焼さ足したい場合は、必ずマニュアルモード（手動調理）で焼さ足しを 
行ってください D 

•魚を一度焼さかけて消火し再度点火して調理する場合は、オートメニュー f ー ドでは焼かないでください。 

魚び焼けすざてしまいますのでマニュアル f ードで調理してください。 

•魚外の調理はしないでください。 

♦種類ゃ大ささの異なる魚を同時に焼かないでください。 

♦冷凍した魚は完全に解凍してから調理してください。 


おねびい， 


♦グ U ル使用後、グ IJ ル受け皿や焼網を急に水で冷やさないでください。変形するおそれびあります。 


J 準備 - 

①操作ボタンが押されていないことを確かめて、 
ガス栓を全開にずる 

③ □ックつまみを左に動かして□ックを解除ずる 
⑨焼網をセットずる 

④ ネオ料をのせ、グリル受け皿をスライドレール台に 
のせて奥までしっかりと入れる 

♦グ IJ ル扉び閉まっていることを確認してください。 


广 A 注局 

グリル庫内（バーナ付近）に 
アルミはくなどのゴミが付着 
していないことを確認する 


^点火不良や思わめ事故の 
原因になります。 



〇 

必ず行う 


2才ートメニューモードの設定 政 - 

①才ートメニュースイッチを押してメニューを選択ずる 

♦表示ランプび点灯します。 

•表示ランプはオートメニュースイッチを押すごとに、 

「姿焼」^「切身」^「干物」^「ランプ消丹（取り消し）」^「姿焼」… 
のように切り替わります。食材に応じて、オートメニューを 
選択してください。 （37 - 38ぺージ参照） 

⑤焼き加減スイッチを押して、焼き加減を選択ずる 

♦表示ランプは焼さ加減スイッチを押すごとに 

「標準」一「強め」一「弱め」一「標準」•••のように切り替わります。 
お好みの「焼き加減」を選択してください。 （37 ページ参照） 

※オートメニューモードを設定してからグ U ルの点乂をするまでに 
2日秒上経過すると、オートメニューモードは自動的に解除され 
ます。そのとさは、もう一度設定をしなおしてください。 

※庫内温度びある程度高い場合はオートメニュースイッチを受け付け 
ません。（オートメニュースイッチを押すとグ U ルタイマー表示部 
に" H" び表示されます。）庫内温度び下びるまでしばらく待つか、 
マニュアルモード（手動調理）で調理してください。 
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3 点火 


操作ボタンをゆつ<りいつぱいまで押ず 

♦パチパチと音びして点火します。（こんろとグ U ル同時に放電) 
♦火力調節つまみび弱乂側にある時に点火操作すると、つまみは 
強の方向へ自動的に移動します。 


巧つておいてね 


点乂確認ランプ 
(点灯） 



♦点乂操作してから約30秒内（表示ランプび点滅している間）は、オートメニューの設定を変更でさ 
ます。（約30秒経過すると表示ランプは点灯に切り替わり、設定の変更はでさません。） 

♦点火操作してから約30秒経過した後にオートメニュー f ー ドを解除したい場合は、オートメニュー 
スイッチを押してください。（オートメニュースイッチを押して解除した場合は、オートメニュー 
表示ランプと焼さ加減表示ランプび消灯し、マニュアル f ードへ切り替わります。） 


4 义力調節 

乂力を調節ずる 

♦火力は上火/下火とわに全開（火加減：強）にしてくださし、 


5調挫陵了-消义- 



♦調理終了30秒前になると「ピピッ*ピピッ…」と 
] 2回ブヴーび鳴ってお知らせすると同時に秒数び 
表示されます。 

♦調理終了30秒前からのカウント中に田スイッチを 
押すと、お好みで調理時間を分単位で延長すること 
びでさます。 



•自動調理び終了すると、メ□ディび鳴ってお知らせ 
し、自動消火します。 

♦点乂確認ランプび消灯します。 

•自動消火後、約10秒後にグ U ルタイマー表示部と、 

表示ランプび消灯します。 

①自動消乂後、操作ボタンを押して戻し、消乂操作をずる 




点乂確認ランプ 
(消灯） 


⑥□ックつまみをちに動かして 
操作ボタンを□ックずる 

•ルさなお子様のいたずら防止に 
ご利用ください。 

③ガス栓を閉め、グリル受け皿の 
お手入れをずる 


* 燃焼中、ガス栓を操作しての消火は 
しないで < ださい。 



A 注意 


ぶ-む ：I こ.。 

使用直後はスライドレール台に触れないように注意する 

^使用直後はスラィドレール台の側面び 
特に熱くなっているため、 

やけどをするおそれび 
あ0ます。 



スライド レール 台 


ま意 
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グリルのほいかた 


•下記の表はオートメニューモードで調理する場合の基本的な調理例です。 

•魚の種類や大きさ、調理内容により、オートメニューおよび焼さ加減を選んでください。 
•魚の状態（脂ののり具合、季節や鮮度、保存状態）によっては焼さ加減が変わります。 

お好みの焼き加減に調節してください。 

•魚を焼網の奥よりに置くと上手に焼さ上がります。 


■オートゾニューについて 


オー トメ ニュー 

魚の種類 

姿焼 

* あじやさんまなどを 
丸ごと焼きます。 

性魚】 

あじ、さんま、いわし、にじます、あゆ、いささ、 

たい 

切身 

* さばやぶりの切身な 
どを焼さます。 

【味憎漬け、照り焼さ】 

ぶり、さわら 

【生魚、】 

さば、さけ、さわら、ぶり、すずさ、たい、たちうお 

陥漬け】 

さけ、さば 

干物 

* あじやさんまの開さ 
などを焼さます。 

【干物（開き）】 

あじ、さんま、かます、かれい、さわら、ほっけ 

【干物】 

ししゃち 


■焼を加減について 

標準：一般的には「標準」をお使いください。 

お好みにより、「弱め」「強め」をお使いいただくこともできまず。 

強め：大きな生魚 （200 gm 上）などにお使いいただくと、上手に焼き上がりまず。 

弱め：小さな生魚（曰 ogm 下）、小さな干物などにお使いいただくと、上手に焼き 
上がりまず。 

味憎農け、照り焼きなどの切り身は焦げやずくなりまずので、「弱め」を使用 
していただくと上手に焼き上がりまず。 
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が A ミ主意 [ 


•オートメニューモードは魚仪外の調理には使用しない 
•次の魚にはオートメニューモードを使用しない 

^発火の原因となります。 


みりん干し-めざし-うるめいわしの丸干し 
市販のみりん漬け-身欠さにしん 


禁止 


ポイントとお願い 


•魚は頭を奥にして置いてください。 

♦魚と魚は間隔を置いて並べてください。 

熱の通りが良く、焼さむらが少なくなります。 
•お好みにより塩をふっていただくと、焼さ色が濃 
<なります。 

•魚は厚さ 4 cm までのものにしてください。 




•皮を上側にして焼いてください。 

•味憎漬けは巧憎を洗い落とし、水気を拭き取って 
から焼いてください。 

•照焼さ、巧憎漬けのちのは、次の条件であるほど 
焦げやすくなります。 

[ -漬けている時間が長い 
•魚の脂のりが良い 

V -照り焼きタレのみりん配分が多い 


1 


圓 


置きかた 


魚を1尾だけ焼< 
ときは中央を避けて 

丄山 f — ゾ 

U 而(し置ぐ 


魚と魚は間隔を置い 
て並べる 


1切れを焼くとさは 
左ちどちらかに寄せ 
て置< 


(4 切れの場合) 


•皮を下側にして焼いてください。 

•干物で、頭がついたまま焼<場合は、頭を手前に 
して焼いてください。 
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レンジフード連動機能の巧いかた 


レンジフード連動機能とは、コン□やグリルの点火や消火に連動してレンジフードを自動で 
運転または、停止する機能です。 


※指定外のレンジフードでは連動しません。 
対応しているレンジフードとの組み合わせ 
び必要です。詳し<はお買い上げの販売店 
またはおおくのパ□マまでお問い合わせく 
ださい。 

《レンジフード連動機能をご使用になるには、 
あらかじめレンジフード側の換気連動機能 
を ON にしておく必要びあります。 

レンジフードの設定はレンジフードの取扱 
説明書をご覧ください。 



■ レンジフード連動機能のしくみ 

ビルトインコン□の点乂-消乂操作を行うと、ビルトイン 
コン□の発信部より赤外線信号び発信されます。 

発信された赤外線信号をレンジフードの受信部で受信し、 
レンジフードび連動して動さます。 





S 


赤外線信号をコン□の発信部 
(前面2箇所、後方内部2箇所) 
より発信し、レンジフードの 
受信部で受信します。 


赤外線信号 
受信部 


※レンジフードの形状は 
器具により異なります。 


前面の赤外線信号は床に反射してか5 
レンジフードの受信部に届さます。 


知つておいてね 



赤外線信号 
発信部 

(機器後方内部） 


じ(下のような場合には、レンジフードが連動しにくいことびあります。 


•手や頭など体の一部びレンジフードの赤外線信号受信部付近にあり、赤外線信号をさえざっている 
•グリル排気□に鍋やフライパンなどび置いてある 

•ビルトインコン□付近でテレビやエアコンなどのリモコンを同時に操作している 

•レンジフードの赤外線信号受信部に太陽光び直接当たっている 

•ビルトインコン□の前の床び色調の濃い場合、または大理石など光ミ尺びある場合 

(この場合、ビルトインコン□の前に丰ッチンマットなどを敷くと通信が良好になります。） 
•ビルトインコン□の赤外線信号発信部、またはレンジフードの赤外線信号受信部び巧れている場合 


レンジフードが連動しにくい場合は、レンジフードの操作部、またはリモコンで操作してください。 
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※イラストはちコン□を操作した場合を示します。 


± 巧义 

コン□またはグリ j レの点乂操作をずる 

•レンジフードび連動して運転を開始します。 



•運転開始時の風量はレンジフードの仕様および設定に従います。 
♦すでにレンジフードを使用しているとさは、風量び自動的に切り 
替わることびあります。 

♦点乂操作後、レンジフードび運転していることを確認してください。 

♦レンジフードの風量調整はレンジフード側で設定してください。 

V_/ 


2消义っ 


コン□またはグリルの消乂操作をずる 

•レンジフードびタイマー運転に切り替わり、一定時間後に自動停止します。 

J —点乂確認ランプ 
面） 


レンジフードの使いかたはレンジフードの取扱説明書をご覧ください。1 



♦レンジフード側の設定び常時換気などの場合はレンジフード側の 
設定に従います。 

(詳しくはレンジフードの取扱説明書をご覧ください。） 

•消火操作を行ってわ、他のコン□やグ U ルを使用中はレンジフー 
ドは自動停止しません。すべての操作ボタンび消乂状態になると 
自動停止します。 

♦調理タイマーや安全装置びはたらさ自動消火した場合でわレンジ 
フードは一定時間後に自動停止します。（他に使用中のコン□や 
グ U ルびない場合） 

調理タイマーや安全装置びはたらさ自動消火した場合は、操作 
ボタンを押し戻して消乂操作をしてください。 


ビルトインコン□側でレンジフード連動機能を OFF ( ON ) にずるには， 


はじめに… 

カスタマイズモードの設定準備（厶之、 3) を行うに8ぺージ参照) 


4 「揚げもの」スイッチを 長巧し する (3 秒上） 

•揚げちの表示ランプび点滅します。 

•グ U ルタイマー表示部に現在の設定び表示されます。 
* 初期設定は on (連動する）になっています。 


表示ランプ 
:点滅 


5グリルタイマーの店]- g スイッチを巧し、設定を変更する 

•田または、已スイッチを押すごとに、 0 〇(オン）一 o，c (オフ） 
切り替わります。 

6 いずれかの操作ボタンを巧す 

•左コン□-ちコン□-奥コン□-グ U ルのいずれかの操作ボタンを 
押すと "ピー.ピー…" と日回ブヴ ーび 鳴り、設定完了します。 
•設定を記憶します。 


※設定の過程で1分！;!上何ち操作をしないと、その時点で"ピー.ピー…"と 
已回ブザーが鳴り、自動的に設定完了します。その時点の設定を記憶します。 



設定後は、操作ボタン 
を消乂位置に戻して< 
ださい。 
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点検とお手入れ 


A ミ主意< 


■機器を水につけたり、水を 
かけたりしない 

不完全燃焼*故障のおそれびあります。 


Q 

禁止 


■点横-お手入れの際は必ず 
手袋をして巧う 

手袋をしないでお手入れ 
すると機器の突起物など 
でけびをすることびあり 
ます 0 




おねびい 


■スプレー式の洗剤はスプレーで直接 
洗剤を機器にかけない 

機器内部に洗剤び入ると、部品の作動不良や、 
腐食の原因になり、安全性を損なラ可能性び 
あります。使用する場合はスポンジや巧に 
含ませてから使用してください。 



禁止 


•点検とお手入れはガス栓を閉め、機器び冷えてから行ってください。 

(機器び冷えるまで時間びかかります。） 

♦曰常の点検*お手入れは必ず行ってください。 

•故障または破損したと思われる場合は使用しないでください。 


• 「故障かな？と思ったら」を参照していたださ、処置に困る場合はお買い上げの販売店かおお<の当社に 
ご相談ください。お客様自身での修理は絶対にしないでください。 

•安全にお使いいただくために定期的に点検を受けられることをおすすめします。（有償） 


点検のポイント J 


* 点検は常時行ってください。 


機器のまわりに 
可燃物等はありませんか？ 

機器のまわりに可燃物や障害物びないようにしてください。 

各部品は正しくセット 
されていまずか？ 

バーナキャップ、煮こぼれカバー U ング、ごとくなど左ち前後正しくセット 
されているか確認してください。 

巧れていませんか？ 

煮こぼれやグ U ル使用後などで機器び巧れているとさはお手入れしてください。 
温度センサーを押し、スムーズに上下に動くか確認してください。巧れびつまつ 
ていると動さび悪くなり、温度センサーび正しくはたらかない場合びあります。 

ガス臭くありませんか？ 

ガス栓を開け、ガス配管の接続部からガスの臭いびしないことを確かめてください。 

乾電池は消耗していませんか？ 

操作ボタンを押してください。 

電池交換サインび点灯したとさは新しい乾電池と交換してください。 


お手入れのしかた 


♦機器や取りはずした部品は落とさないように気を付けてください。けびや故障の原因になります。 

♦工具を使用しての分解は絶対にし ないで ください。次のお手入れび必要な所外は絶対に分解しないでください。 
異常作動や発乂をしてけびの原因になります。 

♦お手入れの後は各部品び正しくセットされているか確認をしてください。 ( 「設置について」 ] 3ページ参照） 

おねがい 

♦ちれはそのつどお手入れしてください。そのままにしておくと、巧れび落ちにくくなり早くいたみます。 

煮こぼれをした場合はそのつどお手入れしてください。煮こぼれしたまま放置すると故障の原因になります。 
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■お手入れの道具-使用ずる洗剤について 

お手入れには台所用中性洗剤をお使いください。 

洗剤は台所用中性洗剤を薄めて使い、お手入れの最後には必ず水ぶさし、乾いた布で/さ取り、水気や洗剤を 
残さないよラにしてください。コン□のお手入れには、使用に適さない道具や洗剤びあります。 


おしているちの 


自 


台所用中性洗剤 


0 ^ z_y 


0 


やわらかい 

スポンジ 


やわらかい 

歯ブラシ 


やわらかい巧 


メラ5 ンフオーム 
スポンジ 



おをないちの 


酸性洗剤-漂白剤 
アルカリ性洗剤 


みがさ粉- 
クレンザー 



0 

スポンジ 

ナイ□ン 

硬い面 

たねし 



金属 

たねし 


•シンナー-ベンジンや酸性-アルカリ性洗剤などは 
機器の損傷の原因になります。 

•印刷-塗装面にはみびさ粉、たわしなど硬いちのを 
使用すると表面を傷付ける場合びあります。 
•スプレー式洗剤を使用する場合は、直接/5^さかける 
のではなく、スポンジなどに含ませてからご使用 
<ださい。 


直接かけて使用しては 
いけないちの 

スプレー 式洗剤 




■取りかずことのでをる部品 

下記の部品は取り外してお手入れすることびでさます。 



◎グリル排気□カバー 


◎ごとく 


◎煮こぼれカバーリング 



◎バーナキャップ 


◎グリル扉 
◎グリル受け皿 
◎焼網 


◎グリルサイド カバー 


※上記 Lil 外の部品は取り外さないでください。 
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点なとお手入れ 



{ グリル排気□カバー 1 


巧れたときは台所用中性洗剤で水洗いし、 


水気をふき取る 


•グ U ル排気□カバーは、凹部に指をかけて持ち 


上げ、取り外してください。 


♦グ IJ ル排気□カバーをはずして、機器内部に 


落ちた野菜 < ずなどを取り除いて < ださい。 


V A 



ごとく•煮こぼれカバーリング 


台所用中性洗剤で水洗いし、水気をふき取る 

♦煮こぼれカバー U ングは、左ちのつまみを 
持って、取り外してください。 




ちれが落ちないとき 


熱めのお湯をかけて浸し置さし、台所用中性洗剤 
で水洗いしてください。それでも汚れび落ちない 
場合は煮洗いしてください。 



煮洗い： 

鍋に水を入れ、ごとく 
などを沈めて火にかけます。 
沸騰した状態で20分ほど 
煮詰め、巧れび浮さだした 
ら乂を止めて十分に冷やし 
たあとスポンジなどで水洗 
いします。 
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機器前面-操作部 


巧れたときは台所用中性洗剤を 
含ませたスポンジや巧でふさ取る 

* 機器内部に洗剤や水気び 
残らないようにしてください。 

V_ J 







































パーナキャップ 


炎がふぞろいになったときは、穴やみぞを歯ブラシやつまようじなど 
先の細いらのなどで掃除する 

* 目づまりをすると点乂不良や不完全燃焼の原因になります。 

♦表側の黒い部分はスポンジなどのやわらかいわので台所用中性洗剤を 
使用して洗ってください。万一、黒い部分びはびれてわそのままお使 
いになれます。 

♦お手入れの後は浮さ-傾さのないようにセツトしてください。 

V-/ 



温度センサー 


変おしないように温度センヴーに片手を添え 
てか気を固くしぼった布で巧れをふき取る 


* ちれび付いていると温度センサーの感度び 
悪くなります。 



グリル部 （4 已 *4 目ページ参照) 
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点なとお手入れ 



ク U ル受け皿•焼網 

お使いのたびに台所用中性洗剤で水洗いし、乾いた巧で水気をふき取る 


♦グ IJ J レ受け皿とグ U J レ扉は取りはずしてお手入れ 
することわでさます。（グ U ル扉の「取りはずし 
かた」「取り付けかた」を参照ください。） 

* グ U ル受け皿は巧れたままお使いになると、こびり 
ついた脂巧れび発火するおそれびあります。 

^フッ素コートグリル受け皿について- 

♦お手入れにはスポンジや布などのやわらかいものをお使いください。ナイ□ンたわし、金属たわし、 
みびさ粉などの固いちのは表面をキズ付けるので使わないで<ださい。 

•スポンジでもとれないしつこい巧れは、乾いた布や柔らかい紙をお使いください。 

♦中性洗剤外の洗剤（レンジク U —ナ ー、 漂白剤などのアルカ U 性洗剤）は使わないでください。 

フッ素コートをいため、シ S や変色の原因になります。 

♦巧れたままにしておくとシミになることびあります。 

♦長期間のご使用によりフッ素コートび変色することびありますび、フッ素の効果には影響ありません。 




45 
























グリルサイドカ八一 


巧れたときは台所用中性洗剤で水洗いし、 
乾いた巧で水気をふさ取る 

*グ IJ ルサイドカバーは汚れたままお使い 
になると、こびりついた脂巧れび取れに 
くくなります。 


取りはずしかた 


①グリルサイドカバーを少し上に浮かせる 
⑨手前にスライドさせて引さ出す 




取り付けかた 


①グリルサイドカバーの上端を支え 
板の後ろの隙間に差し込む 


グリルヴイド カバーの 向を 


> 「オモテ」を表側にし、矢印の先び外側を向く 
ようにセツトしてください。 




【左側】 


【ち 側】 


⑨支え板にそって奥までスライドさせる 

奥までスライドさせると、3ケ所の突起びはまります。 
浮さや傾さびないようにセツトしてください。 


突起 
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巧障かな？とおった 5 


故障かな？と思ったら、次のことをお調べください。 

次の現象に当てはまらないとさ、また処置をしてちなお異常びあるとさは、お買い上げの販売店かお近くの当社まで 
ご連絡ください。 


現象 原因 

処置方法 

巧 

点乂しない 

点乂しにくい 

使用中に消义する 

ガス栓の開さ不十分 

ガス栓を全開にする 

18/33/35 

乾電池び消耗している 

新しい乾電池と交換する 

13/50 

乾電池の取り付けび悪い 

正しくセツトする 

13 

ノ（ーナ炎□の水滴や巧れによる目づまり 

ノ くーナキ ヤツ プのお手入れをする 

10/44 

バーナキャップのセット不良 

正しくセツトする 

14 

煮こぼれカバー U ングのセット不良 

正しくセツトする 

14 

配管内に空気び残っている 

点乂操作を繰り返す 

10 

点乂操作び不適切 

操作ボタンをいつぱいまで押しこむ 

18/34/36 

炎検出部 • 電極び水めれしたり巧れている 

炎検出部-電極のお手入れをする 

44 

グ U ル庫内にアルミはく等のゴミび付着している 

付着しているゴ S を取り除く 

— 

LP ガス使用の場合、 LP ガスびなくなりかけている 

ボンベの交換をお近くのガス事業者に 
依頼する 

— 

温度センサーと鍋底び正しく接触していない 

温度センサーと鍋底を正しく接触させる 

11/16 

安全装置び作動した 

安全装置び作動したとさの処置ち法を 
参照する 

49 

電池交換サインが点なする 

乾電池び消耗している 

新しい乾電池と交換する 

13/50 

ブザー(ピー)び 鳴り 
エラーコードび 点滅す る 

安全装置び作動した 

安全装置び作動したとさの処置ち法 
を参照する 

(エラーコードは]己分間点滅） 

49 

黄色の炎で燃える 
炎び安定しない 
異常な音をたてて 
燃える 

ノ くーナ炎□の水滴や巧れによる目づまり 

ノ くーナキ ヤツ プのお手入れをする 

10/44 

バーナキャップのセット不良 

正しくセツトする 

14 

煮こぼれカバー U ングのセット不良 

正しくセツトする 

14 

ガスのいやな臭いびする 

バーナキャップのセット不良 

正しくセツトする 

14 

コン□やグリルを 
点乂-消乂してら 
レンジフードび 
連動して動かない 

レンジフード連動機能を日 FF にしている 

レンジフード側の設定を ON にする 
(詳しくはレンジフードの取扱説明書 
をご覧ください。） 

— 

ビルトインコン□側の設定を ON にする 

40 

ビルトインコン□の赤外線信号発信部または、 

レンジフードの受信部び巧れている 

赤外線信号発信部または、受信部を 
お手入れする 

39/44 

赤外線信号びさえぎられている 

手や頭などの体の一部で赤外線信号を 
さえざらないようにを意する 
グ U ル排気□に鍋などを置かない 

39 

ビルトインコン□付近でテレビやエアコンの 

U モコンを操作している 

ビルトインコン□付近で U モコン操作 
をしない 

39 

レンジフードの赤外線信号受信部に太陽光び直接 
当たっている 

太陽光び直接当たらないようにする 

39 

コン□やグリルび 
消乂しても 
レンジフードび 
連動して止ま！5ない 

V 

レンジフード側で常時換気などの設定びしてある 

レンジフード側の設定び常時換気など 
の場合はレンジフード側の設定に従い 
ます。（詳しくはレンジフードの取扱 
説明書をご覧ください。） 

40 

他に使用中のコン□かグ U ルびある 

すべての操作ボタンび消乂状態に 
なると自動停止します。 

40 
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♦次のよラな場合は故障ではありません。 


故障ではない場合 

理 由 ^ 

点义•消乂のときに r ボッ」という 
音がする 

点乂時、消乂時に「ボッ」という音びする場合びありますび、 
異常ではありません。 

使用中「シャー」といラ音びする 

燃焼中のガスの通過音です。異常ではありません。 

※万びーガス臭い場合は、使用を停止してください。 

コン□を使用中「カチッ」という 
音がする 

乂力を調節するとさの機器の音で、異常ではありません。 

グリル使用時にコン□を使用すると、 

炎の色が変わる 

グリル使用時にコン□を使用すると、焼物の塩分などび燃えて炎の色び 
変わることびありますび異常ではありません。 

赤色の炎で燃える 

加湿器を使用すると水分に含まれるカルシウムにより炎び赤くなる 
ことびありますび、異常ではありません。 

使用中、弱乂になる/乂力が変化する 
コン□を使用中、強乂〇弱乂をくり返す 

鍋などの異常過熱を防止する機能び働いたためで、異常ではありません。 

(17 ぺージ参照） 

再点乂してちすぐ弱乂になる 

鍋の異常過熱を防止する機能び働いたためで、異常ではありません。 

しばらく待ってから再点乂してください。 (1 7ページ参照） 

グリル扉びはずれた 

V 

お手入れのために、グリル扉は取りはずせるようになっています。 

(取り付けかた「点検とお手入れ」45ページ参照） 
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K 障かな？と思った 6 (っづま) 



* 図は標準ノ くーナび左側の機器の場合です。 

■巧を装置について 

安全装置が働くと"ピー"とブザーが鳴りお知!5せします。 

エラーコー ドが表示されたら、下記の処置方法に従って処置をしてください。 

♦下記(外のエラーコードび表示された場合は、使用を中止しガス栓を閉じた後、お買い上げの販売店かおおくの 
当社まで、点検•修理を依頼してください。このとさ作業を円滑に行うために「エラーコード」と「発生部位」の 
表示をお知らせ < ださい。 

* エラーコードは「00」「02」等の2おの数字と発生部位の「0」「1」等の1おの数字び交互に表示されます。 


エラー 

コード 

安全装置 

部位 

機能説明 

/ / 

不着乂異常 

コン □ 

グ U ル 

点火時に、バーナに着火しなかった場合にお知らせします。 

/|? 

立消え 
安全装置 

コン □ 

グ U ル 

風や煮こぼれなどで炎び消えたとさに自動的にガスを止めます。 

00 

消し忘れ 
消乂機能 

コン □ 

万一の消し忘れのために、点乂後、コン□は約] 20分’^経過すると 
自動消火します。（すべてのコン □) 

また高温状態で温度変化のないとさ(使用中、強火な弱火を繰り返して 
いるとさ)は約30分’^経過すると自動消火します。（左ちコン□のみ） 

※時間に関してはそれぞれカスタマイズ機能 （27 ページ）で 
変更している場合があります。 


天ぷら油 
過熱防止機能 

コン □ 

調理油び過熱による発火をする前に自動消火します。 


焦げつさ 
消乂機能 

コン □ 

煮物等の調理中に鍋底び焦げつさ始めたら、自動消火します。 

※高温炒め機能設定時は除く 


グ U ル過熱 
防止装置 

グ U ル 

グ U ル庫内の温度び異常に高くなった場合に自動消火します。 


《 「 H 」 マークび表示される 

•••グリル庫内の温度び高くなっています。庫内の温度び下びるまでしばらくお待ちください。 （3 已ぺージ参照) 
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■巧電池の交換について 


勺 電池交換サインが点！打=巧電池の消巧 




使用時に電池交換ヴインび点： a したときは、乾電池び消耗していまずので、新しいアルカリ乾電池 
(単1お！.己 V 2個）と交換してください。（「設置について乾電池の交換方法」13ページ） 
交換せずにそのままにしておくと機器が使用できなくなります。 

•乾電池び消耗してくると安全装置び作動しなくなるので、操作ボタンを押したとさ点乂して 
いてち、安全のため、手を離すと消火するよラになります。操作ボタンを押し続ければ点火 
していますび故障の原因となりますのでおやめください。 

•乾電池び完全に消耗したとさは、電池交換サインの点打ちしなくなります。 


処置方法（消乂に気付いたときは…) 


すぐに操作ボタンを押して消乂 態にしてくださし、。 

その後、再点火してください。 


ずぐに操作ボタンを押して消乂 態にしてください。 

炎び消えてからガスび止まるまでしばらく時間びかかります。 
再点火するとさは周囲にガスびなくなるのを待ってください。 


すぐに操作ボタンを押して消乂 態にしてくださし、。 


ずぐに操作ボタンを押して消乂 態にしてください。 

再点火する場合は、少し時間をおいてから（油の温度び適温になる 
までそのままお待ちいただいた後）点乂操作して<ださい。 

* 鍋や調理によっては途中で消火する場合びあります。 


すぐに操作ボタンを押して消乂 態にしてください。 

再点火時は更に焦げつさやす<なりますので、ようすを見なびら調理 
してください。 

* 鍋や調理によっては途中で消火する場合びあります。 


ずぐに操作ボタンを押して消乂状態にしてください。 

再点乂する場合は、約日分ほど（グ U ル庫内の温度び下びるまでの間) 
待ってから点火操作してください。 


※操作ボタン房しちれの 
おな IS せについて 

湯沸かし機能、炊飯機能、コン □ 
タイマー機能、グ U ルタイマー 
機能び作動し自動消乂した場合や、 
安全装置び働さ自動消乂した場合 
は、操作ボタンを押し戻して消乂 
操作をしてください。 

そのまま操作ボタンを戻し忘れる 
と、1分毎に"ピー•ピー•ピ ー" 
と3回ブヴーび鳴り、点乂確認ラ 
ンプを点滅させてその箇所をお知 
らせします。 



已〇 
























ほ管と アフターサービス 

巧管（長期 Mffi わないとま） 

機器のガス栓を必ず閉めて、乾電池を取りはずしておいてください。 

* お手入れしておくと次回使用するとさに便利です。 ( 「点検とお手入れ」 41 ページ参照) 


K アフターサービスにごいて 

■点検•修理を依頼されるとを 

「故障かな？と思ったら」を見てもう一度確認していただき、 

それでち直らないとさは、お買い上げの販売店かパ□マ 
サービスコール センターまでご連絡ください。 

パ□マサービスコールセンターは 24 時間受付いたします 
ので、ご利用 < ださい。 

なお、 アフターサービスを お申しつけのときはち記の内容を 
お知5せ < ださい。 


f A 

1. ご住所•ご氏名•電話番号 

2. 現象（できるだけ詳しく） 

3. 品名•器具名（銘板表示のもの） 

4. ご購入曰•ガス種 

1^5.道順•目標 _ 1 


修理についての 
お問い合わせは 

パ□マサービスコールセンター 

0120 -193-860 

受付時間： 24 時間修理受付 

商品について不明な点はパ□マお客様相談室までご連絡ください。 

商品についての 
お問い合わせは 

パ □マ お客様相談室 

052-824-5 14已 

受付時間：平日 8 : 3 日〜 18 : 日日 
(±•曰•祝曰•弊社指定定休曰を除く） 

干 467-8 已8己名ち屋市瑞穂区桃園町6番23号 


お近くの下記サービスセンターでのお問い合わせち受付しております。 

【各地区のサービスセンター】受付時間：平日9 : 00-18 ： 30仕•曰-祝日-弊社指定定休日を除く） 


ご相談窓口 

住所 

TEL 

FAX 

北海道サービスセンター 
東化サービスセンター 
首都圏サービスセンター 
中曰本サービスセンター 
近畿サービスセンター 
中四国ヴービスセンター 
九州サービスセンター 

〒日日 1- 日日33 札幌市：! ヒ 区：! ヒ3 3 条西 7 T 目]-] 

干 983-日日41 仙台市宮城野区南目館 2日一] 0 
干 1 14-0015 東京都北区中里 3- 1 ] -9 大平中里 ビル2 階 
干 467-8 日8日 名ち屋市瑞穂区桃園町 6 - 2 3 
〒己己 日-日日13 大阪市西区新町 3-13-2 日 パ □マアワヴビル2 階 
干 732-日804 広島市南区西蟹屋 3 T 目 8 - ] 2 
干 812-日日16 福岡市博多区博多駅南 2 - 9 - ] 3 

01 1-726-2822 
022-239-1848 
03-68 已 8-8600 
〇已 2-824 -已] 0] 
06-6 已 34-67 己] 
082-262-8341 
092-472-0924 

01 1-736-7374 
022-238-0838 
03-68 已 8-860] 
〇已 2-824 -已 38 已 
06-6 已 34-67 已已 
082-263-2400 
092-471-8400 


* 住所-電話番号などは変更することびありますのであらかじめご了承願います。 


■ガスの種類び変わるとさ 

ご贈答、転居等によりガスの種類び変わるとさは、ガス器具の調整び必要となりますので、 
お買い上げの販売店かお近くの当社までご連絡ください。この場合、費用は保証期間中でわ 
有償となります。 


■補修用性能部品の保有期間について 


已1 


補修用性能部品は当製品製造打ち切り後、己年間保有しております。 




















■別売部品のごあんない 


次のような別売部品を用意しております。下記は代表例です。 
防熱板は「設置について」 （1 日ページ)を見て、取り付けかたを 
確認してください。 

詳細はお買い上げの販売店かお近<の 
当社までおたずねください。 





炊飯専用鍋 ノ く □マ専用クリーナ 冷凍食品用焼網 

3合炊さと己合炊さを ごと < などの頑固な巧れ 
ご用意しています。 を落とすのに使用します。 


両面焼用グリルパン焼皿 


部品名 

希望小売価格 
(税込） 

部品名 

希望小売価格 
(税込） 

防熱板 A 

¥3,990 

炊飯専用鍋 

¥5,040 

防熱板目 

¥3,675 

両面焼用グリルパン焼皿 

¥3，1己0 

防熱板 S 

¥3,990 

冷凍食品用焼網 

¥2,310 

パ□マ専用クリーナ 

¥1，260 




※価格については変更する場合びあります。あらかじめご了承ください。 


■お客様にて取り替え可能な消耗部品のごあんない 

バーナ丰ャップ、ごと<等び長年のご使用で傷んだ場合には 
お買い求めください。 



グリルサイド カバー 

グ U ル庫内（下乂バーナ 
付近）の汚れを防ぎ、簡単 
に取り出し、お手入れび 
でさます。 


部品名 

希望ル売価格 
(税込） 

部品名 

希望小売価格 
(税込） 

ごとく（左ちコン□用） 

¥840 

バーナキャップ（強火カコン□用） 

¥1，78己 

ごとく（奥コン□用） 

¥735 

バーナキャップ（標準コン□用） 

¥1，785 

煮こぼれカバーリング（左ちコン□用） 

¥2,100 

バーナキャップ（奥コン□用） 

¥1，36己 

煮こぼれカバーリング（奥コン□用） 

¥2,100 

グリル排気□カバー （2 個使用） 

¥1，36己 

焼網 

¥1，36己 

グリル受け皿 

¥4,410 

取り出しフ オーク 

¥368 

グリルサイドカバー（左ちセット） 

¥1,050 


※価格については変更する場合びあります。あらかじめご了承ください。 


■お客様にて取り替え可能な消耗部品-別売部品のご購入について 

お客様にて取り替え可能な消耗部品-別売部品のご購入は、お買い上げの販売店かお近くの当社サービスセン 
ター、または当社ホームページ内公式部品販売サイト「パ□マ+プラス」 ( http :// www . palQma - plus . ip /) に 
てお買い求め<ださい。お買い求めの際は、必ず銘板の器具名をお知らせ<ださい。 
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仕様 


品 名 

PD-AF 己 3 W - R/L 

器具名 

PD-AF 己 3 VV -7 己 CG - R/L 

PD-AF 己 3 VV -7 己 CV - R/L 
PD - AF 53 W -7 己 CK - R/L 
PD - AF 53 W -7 己 G - R/L 

PD-AF 己 3 VV -7 己- R/L 

PD-AF 己 3 W -60 CG - R/L 

PD-AF 己 3 W -60 CV - R/L 
PD - AF 53 W -60 CK - R/L 

PD-AF 己 3 W -60 G - R/L 

PD-AF 己 3 W -60- R/L 

型式名 

E 4-6-2 

E 4-6-4 

E 4-6-1 

E 4-6-3 

種 類 

ガスグ U ル付こんろ 

点乂方式 

連続放電点火 

ガス接続 

Rcl /2 (メネジ） 

安全装置 

立消え安全装置*調理油過熱防止装置（天ぷら油過熱防止機能） 

焦げつさ消乂機能-消し忘れ消乂機能-グ U ル過熱防止装置-グ U ル排気□遮炎装置 

トッププレートの種類 

7己タイプ 

60タイプ 

八イパーガラス 

ガラス 

八イパーガラス 

ガラス 

質量 （本体） 

26.0 K 呂 

22.0 K 呂 

S 4 .己 Kg 

21.5 Kg 

外お寸法(機器最大） 

高さ269 X 巾畐74 0 X 奥手5己己 7 mm 

高さ 269 X 巾畐己 97 X 奥手寸己己 7 mm 


使用ガス 
ガスグループ 

ガス 消費量 kW 

標準バーナ 

強乂カバーナ 

ルバーナ 

グリル 

全点乂時 

都 

市 

ガ 

ス 

用 

12 A 

2.76 

3.93 

1.22 

1.62 

8.57 

13 A 

2.9 己 

4.20 

1.30 

1.74 

9.20 

LP ガス用 

2.9 己 

3.50 

1.30 

1.89 

8.80 


◎本仕様は改良のためお知らせせずに変更することわあります。 


器具名が PD - AF 己 3 W -75- R / L ， PD - AF 己 3 W - 目日- R / L の 

トッププレートの色記号を確認するには… 
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■60 タイプ 


外形寸法図 (単位: mm ) 


J 



■7 己タイプ 
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11 巧扯言 I 


品 名 


ガスビルトイン機器 
PD - AF 53 W - R ， PD - AF 53 W-L 


このたびは当社製品をお買い上げいただきましてありびとラご 
ざいます。この保註書はお客様の正常な設置•使用状!!^^^ 
万一機器本体び故障した場合には、本書の記載内容 
を行うことをお約束ずるものでず。 

《無料修理規定》 ■ J 


1 . 取扱説明書、本体貼付けラベル等のを意書をに従った正常な設置’使用 
状態で故障した場合には、お買い上げの販売店かお近 < のパ□マび無 
料修理致します。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、お買い上げの販売店 
かお近< のパ□マにご依頼のラえ、本書をご提示< ださい。なお、離島 
および離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場合には出張に要す 
る実費を申し受けます。 

ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 


ご贈答品等で本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理びご 
依頼でさない場合には、お近くのパ□マへご相談ください。 


已.保証期間内でも次の場合には有料修理になります。 

(イ）取扱説明書によらないでご使用になったり使用上の誤りおよび不当 
__な修理や改造による故障および損傷 

{□) お買い上げ後の取付場所の移動（取付工事依頼の必要な機器の場合）、 
落下等による故障および損傷 

(八）公害、火災、水害、地震、落雷、凍結等の天災地変、ねずみ-鳥- 
<ち-昆虫類の侵入、異常電圧（電気部品搭載の機器の場合）、供 
給事情（燃料-給水等）などによる故障および損傷 
(二）一般家庭用!;^外（例えば、業務用使用、車輛、船舶への搭載等）に 
使用された場合の故障および損傷 

(ホ）本書にお買い上げ年月曰、お客様名、販売店名の記入擦印のない場 
合、あるいは字句を書さ替えられた場合 
(へ）消耗部品の取替えおよび保守等の費用 
(卜）本書の提示びない場合 
-6. 本書は日本国内においてのみ有効です。 

(This warranty is valid only in Japan.) 

7. 本書は再発行致しませんので、紛失しないように大切に保管してくだ 
さい。 


お客様 

お名前 様 

保証期間 

お買い上げ 年 月 曰か51年 

ご住所干 

販売店名 

店名 

住所 

お電話 

電話番号 


巧巧会れ パ119 


干 467-8 日8日名ち屋市瑞穂区桃園町6番23号 
TEL 〇已2 (824) 已14已 



修理記録 


年月日 

修理内容 

サービス員@ 

















* この保証書は本書に明示した期間、条件のちとにおいて無料修理をお約束するちのです。この保証書によって保証書を発行している者（保証責任者）、 
およびそれ！;!外の事業者に対するお客様の法律上の権利を制限するわのではありません。なお、保証期間経過後の修理等についてご不明の場合は、お買 
い上げの販売店かお近<のパ□マにお問い合わせ<ださい。 

* 保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳し<はアフターサービス欄をご覧ください。 



389]0830000 


24.5. ◎ KI 38 91083 























































